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町のお茶を、ぜひ。

　茶業研究会が４月29日、上富の田畑園にて
「新茶初揉み会」を行いました。この日は朝か
らお茶の葉を手で摘み、夕方から製茶作業。研
究会のメンバーは、片ときも目を離さずお茶葉
の状況を確認。製茶ができ上がったのは、夜中
の12時を過ぎていました。

埼玉スタジアム2002に登場

　５月１日、さいたま市で開催された「第
８回埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦」に、み
らいくんとのぞみちゃんが参加しました。今
回は、さつまいもの時期でないことからＢ級
グルメへの参加はありませんでしたが、ゆる
玉応援団として、三芳町をアピールしました。

「交通安全」に気を配ろう！

　上福岡駅前で、春の交通安全出陣式が行われま
した。一日子ども警察署長として、地元出身の子
役タレント「佐々木りお」さんが参加。彼女は、
2022年ワールドカップ日本招致の最終プレゼ
ンターとしてスピーチした女の子です。
　周辺住民の皆さんへのパンフレット配布を通し
て、交通安全の大切さを伝えました。

追いつけ追いこせ春の風

　4月29日にふるさとウォーキング大会が行わ
れました。快晴のこの日、春の心地よい風を感じ
ながらのウォーキングとなりました。300人近い
人が参加し、普段歩くことが少なく運動不足だと
いう人も、一生懸命最後まで歩いていました。

今月の表紙「子どもフェスティバル」…５月14日、今年も地
域の方々や子どもたち自身が準備したコーナーや催し物で、た
くさんの笑顔がみられたイベントとなりました。
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三
芳
町
議
会
議
員

　
　
　
　

一
般
選
挙

任
期
満
了
に
伴
い
、
三
芳
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４

月
24
日
、
町
内
12
箇
所
の
投
票
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

議
員
定
数
１
人
減

三
芳
町
議
会
議
員
定
数
等
に
関

す
る
特
別
委
員
会
が
１
月
か

ら
３
月
の
間
、
住
民
と
の
意
見
交
換

会
を
含
め
計
８
回
、
議
員
定
数
等
に

つ
い
て
の
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
定
数
に
つ
い
て

は
１
人
減
の
15
人
、
時
期
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
選
挙
か
ら
適
用

す
る
こ
と
で
、
委
員
総
員
で
決
定
し

ま
し
た
。

投
票
率
48
・
28
％

　
　

前
回
を
下
回
る

当
日
の
有
権
者
数
は
、
三
万

四
百
七
十
八
人
、
投
票
者

数
は
一
万
四
千
七
百
十
四
人
と
な
り
、

投
票
率
は
48
・
28
％
。
平
成
19
年
４

月
22
日
に
行
わ
れ
た
前
回
の
選
挙
の

投
票
率
52
・
55
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

各
投
票
所
の
有
権
者
数
、
投
票
者

数
、
投
票
率
に
つ
い
て
は
下
記
表
の

と
お
り
で
す
。

投票区 投票所 当日の有権者数（人） 投票者数（人） 投票率

1 中央公民館 2,187 867 39.64%

2 農業センター 2,307 1,151 49.89%

3 竹間沢公民館 3,219 1,381 42.90%

4 藤久保公民館 3,697 1,435 38.82%

5 藤久保第３区第２集会所 3,191 1,385 43.40%

6 藤久保第１区集会所 3,349 1,435 42.85%

7 北永井第２区集会所 2,174 1,090 50.14%

8 唐沢小学校 2,703 1,014 37.51%

9 藤久保第５区第２集会所 2,053 748 36.43%

10 みよし台第１区集会所 1,858 917 49.35%

11 藤久保第６区集会所 1,630 700 42.94%

12 北永井第３区集会所 2,110 911 43.18%

＊ 期日前投票 ＊ 1,680 ＊

合　計 30,478 14,714 48.28%

議
員
定
数
16
人
か
ら
15
人
へ
削
減

三
芳
町
議
会
議
員
15
人
決
定

平
成
23
年
４
月
24
日
、
明
日
の
町
政
を
担
う
三
芳
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
人
７
人
、
現
職
８
人
の
計
15
人
が
選
出
さ
れ
、
当
選
証
書
が
当
選
し
た
議
員
に
４
月
25
日
に
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

と
り
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。新

人
議
員
が
７
人
、
現
職

議
員
が
８
人
と
半
数
近

く
一
新
さ
れ
た
三
芳
町
議
会
議
員
。

皆
さ
ん
真
剣
な
面
持
ち
で
式
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
５
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
４
月
30
日
ま
で

当選された議員に付与された当選証書

選挙に当選したことを

証明するため、当選人

に選挙管理委員会から

交付される証書のこと

です。

当選証書とは

山
や ま だ

田　政
まさひろ

弘
２回54歳

杉
すぎもと

本　しげ
７回61歳

秋
あきさか

坂　豊
とよ

６回65歳

岩
い わ き

城　桂
け い こ

子
２回58歳

山
やまぐち

口　正
まさふみ

史
２回62歳

内
ないとう

藤　美
み さ こ

佐子
４回55歳

増
ま す だ

田　磨
ま す み

美
新人49歳

小
こ ま つ

松　伸
しんすけ

介
新人30歳

吉
よしむら

村　美
み つ こ

津子
５回58歳

拔
ぬ く い

井　尚
ひ さ お

男
新人46歳

石
い し だ

田　豊
と よ き

旗
新人67歳

井
い だ

田　和
かずひろ

宏
新人44歳

菊
き く ち

地　浩
こ う じ

二
２回44歳

細
ほ そ だ

田　家
いえなが

永
新人60歳

久
く ぼ

保　健
け ん じ

二
新人43歳

選
ば
れ
た
15
人
の
町
議
会
議
員

議
長
に
山
田
政
弘
氏
・
副
議
長
に
菊
地
浩
二
氏

※

…
当
選
回
数　


…
年
齢

23

議 長 副議長

明
日
の
町
政
を
担
う

　
　

４
年
間
の
任
期

　

今
回
の
選
挙
で
は
定
数
15
人
に

対
し
て
立
候
補
者
が
17
人
。
15
の

議
席
を
か
け
て
選
挙
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
の
任
期
は
平
成
23

年
５
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
４
月

30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。
当
選

し
た
15
人
の
議
員
は
左
の
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

当
選
証
書
を
付
与

当
選
し
た
議
員
15
人
に
対

し
て
４
月
25
日
に
当
選

証
書
付
与
式
が
役
場
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
池
上
委
員
長

の
手
に
よ
り
、
当
選
し
た
一
人
ひ
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　町では、皆さんに納めていただいた町税などが

どのように使われているかをお知らせするため、

年に２回、財政状況を公表しています。

　今回は、平成22年度下半期［10月から３月］の状

況（上半期［４月から９月］分を含む）をお知ら

せします。

22年度

三芳町財政状況

予算額

収入額

町の皆さんに納めていただいた
税金（町民税、固定資産税等） 町　　税

国税の一部が国の基準により財源が
不足する市町村に交付されるお金 地方交付税

町の施設利用料や証明書発行の
手数料など

使 用 料
及び手数料

国からの負担金や補助金 国庫支出金

県からの負担金や補助金 県 支 出 金

基金などからの繰り入れ 繰 入 金

貸付金の元利収入など 諸 収 入

国や銀行などからの借入金 町　　債

繰越金、地方譲与税など そ の 他

歳入
予 算 額

収入済額

124億8108万円

123億8851万円（収入率99.3％）

一般会計

予算額

執行額

社会福祉、児童福祉などの経費 民 生 費

役場の全般的な経費や庁舎管理
費など 総 務 費

道路・公園・住宅の整備費など 土 木 費

小中学校の整備費や生涯学習推
進経費など 教 育 費

保健福祉やごみ・し尿処理など
の費用 衛 生 費

借入金の返済金 公 債 費

商工業の振興や観光振興などの
経費 商 工 費

消火・防火・救急活動などの経費 消 防 費

議会費・農林水産業費などの経費 そ の 他

歳出
予 算 額

執行済額

124億8108万円

116億3307万円（執行率93.2％）

　特別会計は、特別の目的や利便のために一般会計と区分して経理される会計で、それぞれ独自の予算を組んでいます。

区　分 予　算　額 収入済額 収入率 執　行　額 執行率 差　引

後期高齢者医療 ２億5944万円 ２億5203万円 97.14％ ２億4163万円 93.14％ 1040万円

国民健康保険 41億1052万円 39億4258万円 95.91％ 38億695万円 92.61％ １億3563万円

介護保険 15億5895万円 13億5204万円 86.73％ 12億2464万円 78.56％ 1億2740万円

下水道事業 ８億5658万円 10億3893万円 121.29％ ８億4168万円 98.26％ １億9725万円

特別会計

問い合わせ

　後期高齢者医療、国民健康保険

…住民課保険年金係（H153～158）

介護保険…健康増進課介護保険係（H184～187）

下水道事業…上下水道課下水道業務係（H257・258）

企業会計

水道事業
　企業会計は、企業としての経済性を発揮しながら運営していく会計で「独立採算制」を原則と

している事業です。三芳町では、水道事業がこれにあたります。

問い合わせ　上下水道課水道業務係（H 254～ 256）

●収益的（水道営業）収支

　　収入　７億 3267万円

　　支出　７億 4314万円

　差し引き　▲ 1047万円

●資本的（水道建設）収支

　　収入　　１億 6686万円

　　支出　　３億 8138万円

　差し引き▲２億 1452万円

● 資本的収支での不足分は、消

費税及び地方消費税資本的収

支調整額、過年度分損益勘定

留保資金で補てんしました。

●企業債残高　17億 9123万円

町債（借入金）
　町債は、学校や公園、道路などの公共施設建設や用地買

収のための資金を、国や銀行などから借り入れるものです。

下半期償還額 下半期借入額 借入残高

総務関係 9041万円 ０円 11億6909万円

民生関係 886万円 ０円 8505万円

衛生関係 684万円 ０円 １億7340万円

土木関係 １億3017万円 ４億5050万円 25億8195万円

教育関係 8853万円 9280万円 11億3397万円

その他 １億5127万円 ５億2439万円 51億3200万円

合計 ４億7607万円 10億6769万円 102億7545万円

（平成 23年 3月 31日現在）

町の資産・貯金（基金）
（平成 23年 3月 31日現在）

土地
32万9100.06

建物
9万725.71

出資による権利等
6609万円

有価証券
14万円

基金
14億3800万円

財政調整基金や介護

保険給付費準備基金

など、町の貯金とい

えるものです

71億2544万円
73億4307万円（103.1％）

1500万円
4714万円（314.2％）

6171万円
4758万円（77.1％）

10億6758万円
８億9631万円（84.0％）

６億8467万円
５億645万円（74.0％）

６億3534万円
６億3534万円（100.0％）

２億9869万円
３億313万円（101.5％）

10億8489万円
10億6769万円（98.4％）

15億777万円
15億4180万円（98.4％）

36 億 2580 万円
34 億 7266 万円（95.8％）

18 億 7628 万円
17 億 1540 万円（91.4％）

18 億 69 万円
16 億 1352 万円（89.6％）

15 億 9645 万円
14 億 7461 万円（92.4％）

10 億 1331 万円
８億 1367 万円（80.3％）

９億 9726 万円
９億 9460 万円（99.7％）

4508 万円
4213 万円（93.5％）

５億 746 万円
５億 746 万円（100.0％）

10 億 1874 万円
９億 9902 万円（98.1％）

さらに詳しいデータを、町のホームページで公開しています。

http://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/

※広報紙での数値は、千円の位を四捨五入して表しています。

45

グラフの（　）内の数字は収入率を表す

グラフの（　）内の数字は執行率を表す

問い合わせ　財務課（H414）
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こ
の
週
間
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
（
平
成
11
年
６
月
23
日
公
布
・

施
行
）
の
目
的
や
基
本
理
念
に
関
す
る

皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
内
閣
府
が
定
め
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
パ
ネ
ル
展
及
び
図
書
の
展

示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

（
積
極
的
改
善
措
置
）

女
性
は
人
口
の
半
分
、
労
働
力

人
口
の
４
割
余
り
を
占
め
、
政

治
、
経
済
、
社
会
な
ど
多
く
の
分
野
の

活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
古

男
女
共
同
参
画

推
進
会
議
委
員
募
集

　

町
で
は
男
女
共
同
参
画
推
進

会
議
委
員
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
と
も
に
学
び
、

情
報
を
交
換
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
主
な
活
動
内
容
】

◇
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
運
営

◇
情
報
誌
の
企
画
・
編
集

◇ 

男
女
共
同
参
画
推
進
施
策

へ
の
意
見
・
提
言

こ
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
権
推
進
係
（
H 

404
・
405
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
７
４
）
１
０
５
５

い
固
定
概
念
な
ど
に
よ
り
、
日
本
で
は

他
の
先
進
国
と
比
較
し
て
、
指
導
的
な

立
場
で
活
動
す
る
女
性
が
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。　

こ
の
た
め
、
社
会
の
様
々
な
活
動

に
参
画
す
る
機
会
の
格
差
を
改

善
す
る
た
め
、
必
要
な
範
囲
に
お
い

て
、
女
性
に
積
極
的
に
機
会
を
提
供
す

る
取
り
組
み
を
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
」
（
積
極
的
改
善
措
置
）
と
呼

び
、
企
業
、
団
体
、
地
域
社
会
な
ど
で

の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

６
月
23
日
か
ら
６
月
29
日
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

男女共同参画パネル展

■日時　６月22日～６月29日

　　　　 午前８時30分～午後５時15分（土日除く・29日

は正午まで）

■場所　役場庁舎１階　エントランスホール

■内容　『統計に見る「仕事」と「生活」のいま』

男女共同参画図書の展示
■日時　６月10日～６月26日

　　　　午前10時～午後７時

　　　　 （月曜休館、土・日は午後

６時まで）

■場所　中央図書館

■内容　 男女共同参画に関する図書

の展示

チャンスを分かち、
未来を拓

ひら

こう（平成23年度標語）

町は、第２次三芳町男女共同参画基本計画（みよし男女共同参画プラン）に基づき、

『一人ひとりがいきいきと暮らせる男女共同参画社会の実現』を基本理念とした、

３つの基本目標（.人権の尊重と男女共同参画の意識づくり　.男女がいきいきと暮らせる環境づくり

.男女共同参画によるまちづくり）を掲げ、さまざまな取り組みをしています。

（第２次三芳町男女共同参画基本計画は、中央図書館、竹間沢分館及び役場４階情報資料室で閲覧することができます。）

水
道
週
間
と
は
、
「
蛇

口
か
ら　

あ
ふ
れ

る
ぼ
く
ら
の　

夢
・
未
来
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
健

康
で
文
化
的
な
生
活
や
社
会

経
済
を
支
え
る
必
要
不
可
欠

な
生
活
基
盤
と
し
て
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
水

道
に
つ
い
て
、
更
に
利
用
者

の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
今

後
の
発
展
の
た
め
厚
生
労
働

省
及
び
全
国
の
水
道
事
業
体

が
連
携
し
て
広
報
活
動
を
中

心
と
し
た
各
種
行
事
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

蛇口から　あふれるぼくらの　夢・未来
（第53回　水道週間スローガン）

み
よ
し
水
道
の
あ
ゆ
み

首
都
30
キ
ロ
圏
内
に
あ
る
三
芳

町
は
、
昭
和
40
年
代
に
入
っ

て
多
く
の
住
宅
、
工
場
が
進
出
し
、
め

ざ
ま
し
い
人
口
増
を
示
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
水
の
需
要
も
増
加
し
ま
し
た

が
、
地
下
水
位
の
低
下
な
ど
の
問
題
か

ら
早
急
に
水
道
を
整
備
す
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
、
昭
和
43
年
３
月
に
創
設
事

業
の
認
可
を
受
け
、
翌
昭
和
44
年
６
月

に
水
道
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

創
設
当
初
は
、
給
水
人
口
１
万

五
千
人
、
１
日
最
大
配
水
量

四
千
五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
の
計
画
で
し

た
が
、
水
需
要
の
増
加
や
地
下
水
の
汲

み
上
げ
規
制
の
強
化
も
あ
り
、
昭
和
49

年
７
月
か
ら
埼
玉
県
営
水
道
の
供
給
を

受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

約
70
％　

県
水

約
30
％　

町
内
井
戸
水

三
芳
町
の
水
道
水
は
、
埼
玉
県

営
水
道
か
ら
の
県
水
（
さ
い

た
ま
市
の
大
久
保
浄
水
場
）
約
70
％
、

町
内
の
井
戸
水
（
地
下
水
）
約
30
％
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
地
下
水
は
、
５
本

の
深
井
戸
（
深
さ
200
〜
300
ｍ
）
か
ら
取

水
し
て
お
り
ま
す
。
（
県
水
の
水
源
は

荒
川
水
系
有
間
ダ
ム
等
か
ら
で
す
。
）

町
で
は
地
震
災
害
に
備
え
、
揺

れ
に
強
い
水
道
施
設
の
改
築

等
、
ま
た
ル
ー
プ
化
を
進
め
、
皆
さ
ん

に
安
全
で
良
質
な
水
を
お
届
け
し
ま
す
。

節
水
の
お
願
い

夏
の
電
力
需
給
に
際
し
、
小
口

需
要
家
で
あ
る
町
水
道
に
対

し
国
よ
り
15
％
程
度
の
抑
制
計
画
を
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
７
月
〜
９
月
ま
で

の
３
ヶ
月
間
は
15
％
の
節
水
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

【水道関係の問い合わせ】
■水道料金関係
　上下水道課　水道業務係

　（H254～256）

■水道工事関係
　上下水道課　水道施設係

　（H252～253）

三芳町の水道水は

さいたま市にある大久保浄水場からの県水（約70％）と

町内の５本の井戸水（約30％）からの混合水です。

よしの水のこと
ご存じですか？み

67

　情報誌　まなざしVol.9　2011.3

発行に際し、育児休業制度等につい

て、貴重なご意見を多数いただきまし

た。育児休業制度等については、次号

のまなざしで詳しく説明します。

　ご意見ご要望お待ちしております。

　

水
道
台
帳
作
成
の
た
め
、
水

道
課
か
ら
委
託
を
受
け
た
調
査

員
が
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
・
事

業
所
に
設
置
し
て
あ
る
給
水
装

置
（
止
水
栓
・
水
道
メ
ー
タ
ー

及
び
貯
水
槽
）
の
位
置
を
確
認

す
る
た
め
、
現
地
に
お
伺
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

調
査
員
は
下
記
写
真
の
と
お

り
腕
章
及
び
水
道
事
業
者
発
行

の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す
の
で
、
訪
問
し
た
際
に
は

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
委
託
を
受
け
た
調
査

員
は
、
物
品
の
販
売
・
料
金
の

請
求
行
為
な
ど
行
い
ま
せ
ん
。

不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
下
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
委
託
業
者
】
東
武
計
画


【 

調
査
期
間
】
６
月
10
日
か
ら

７
月
10
日
ま
で

役場庁舎１階・中央図書館でそれぞれ展示を行っています。
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町
長
と
一
緒
に
三
芳
町
の
未
来
に

つ
い
て
語
り
合
い
、
三
芳
町
の
未
来

を
開
拓
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！！

　

本
年
度
も
多
く
の
住
民
の
声
を
町
の
政
策

形
成
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
ま
ち
づ
く
り
懇

話
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
は
、
住
民
と
町
長
が

一
緒
に
な
っ
て
町
が
抱
え
て
い
る
テ
ー
マ
に

関
し
て
意
見
を
交
わ
し
合
う
場
で
す
。
共
通

テ
ー
マ
・
各
地
域
の
個
別
テ
ー
マ
を
左
表
の

と
お
り
設
定
し
、
そ
れ
ら
に
焦
点
を
絞
っ
た

形
で
自
由
な
意
見
交
換
を
行
い
今
後
の
町
政

に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■ 

参
加
に
際
し
て
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
お
近
く
の
小
学
校
体
育

館
（
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
）
へ
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
小
学
校
の
体
育
館

を
利
用
し
ま
す
の
で
体
育
館
履
き
又
は
ス

リ
ッ
パ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
１ 　

三
芳
小
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
会
場

の
都
合
上
「
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
」
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
２ 　

藤
久
保
小
学
校
区
及
び
唐
沢
小
学
校

区
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
も
小
学
校
区
の

大
部
分
が
藤
久
保
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

地
域
個
別
テ
ー
マ
は
同
一
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
各
種
団
体
へ
交
付
し

て
き
た
補
助
金
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
交

付
分
か
ら
公
募
制
に
改
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
制
度
で
は
固
定
化
さ

れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
補
助
金
に
つ
い
て
、
す

べ
て
の
団
体
に
改
め
て
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
っ
て
い
た
だ
き
、
公
正
透
明
で
適
切

な
補
助
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
補
助
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
団
体

も
公
募
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
実
績
と
経
験

豊
か
な
既
存
団
体
と
新
た
な
団
体
と
の
協
力

に
よ
り
、
時
代
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
さ
ら
に
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

応
募
か
ら
採
択
決
定
ま
で
の

手
続
き
に
つ
い
て

　

公
募
制
度
は
平
成
24
年
度
の
交
付
分
か
ら

適
用
と
な
り
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
補

助
金
（
団
体
）
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
機
関

に
よ
る
審
査
判
定
を
経
て
、
町
が
採
択
を
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
補
助
金
の
交
付
期
間

は
、
一
度
の
申
請
・
採
択
に
つ
き
最
長
３
年

間
で
す
。
期
間
終
了
後
は
改
め
て
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
26
年
度
ま
で
の
事
業
・
活
動
に
つ
い
て
募

集
し
ま
す
。

　

現
在
、
制
度
を
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
の

　

町
が
実
施
し
て
い
る
事
務
事
業
の
中
か
ら

対
象
事
業
を
選
定
し
、
公
開
の
場
で
外
部
評

価
を
行
う
「
三
芳
町
『
事
業
の
仕
分
け
』
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
「
事
業
の
仕
分
け
」

は
、
事
業
の
成
果
や
手
法
、
民
間
活
力
の
導

入
な
ど
の
視
点
か
ら
、
職
員
で
は
な
い
市
民

判
定
人
に
よ
り
事
業
を
評
価
し
、
判
定
を
導

き
だ
す
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
を
参
考
に
、

町
で
は
方
針
を
決
定
し
、
予
算
編
成
へ
の
反

映
や
事
業
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

【
日
程
】
７
月
16
日

・
17
日


【
会
場
】
・
藤
久
保
公
民
館
ホ
ー
ル

　
　
　
　

・
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
実
施
方
法
◇

※ 
対
象
事
業
名
や
判
定
人
の
人
数
・
構
成
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
広
報
み
よ
し
７
月
号
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
事
業
の
仕
分
け
」
市
民
判
定
人
募
集

◇
応
募
条
件

　

・ 

平
成
23
年
７
月
15
日
現
在
満
18

歳
以
上
で
町
内
在
住
の
方

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
公
募
制

度
の
概
略
の
み
お
知
ら
せ
し
、
応
募
や
選
考

の
方
法
な
ど
具
体
的
な
手
続
内
容
に
つ
い
て

は
広
報
７
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

補
助
団
体
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

各
団
体
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格

 

地
域
の
公
益
の
増
進
に
寄
与
し
、
か
つ
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
任
意
団
体
も
し
く

は
特
定
非
営
利
活
動
を
行
う
団
体
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
含
む
）

 

５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
活
動
拠
点
が
町

内
に
あ
り
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

 

住
民
福
祉
や
地
域
の
公
益
等
の
面
で
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る
事
業
・
活
動

 

政
治
や
宗
教
を
主
た
る
目
的
と
し
な
い
団
体

◇
公
募
人
数　

８
名
程
度

◇
応
募
方
法

　

応
募
申
込
用
紙
を
政
策
秘
書
室
政
策

推
進
係
ま
で
、
メ
ー
ル
・
持
参
・
郵
送
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　

※ 

応
募
申
込
用
紙
は
、
役
場
４
階
政

策
秘
書
室
で
配
布
。
ま
た
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
。

◇
締
め
切
り　

６
月
20
日

必
着

◇
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

seisaku@
tow
n.saitam

a-m
iyoshi.lg.jp

　

市
民
大
学
講
座
と
し
て
、
地
方
自
治
・
自

治
体
財
政
の
専
門
家
大お

お
わ
だ
い
っ
こ
う

和
田
一
紘
先
生
を
招

き
、
自
治
体
財
政
を
学
ぶ
学
習
会
を
開
講
し

ま
す
。
全
８
回
の
講
座
受
講
後
、
受
講
者
に

よ
る
「
財
政
白
書
」
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
18
年
６
月
の
夕
張
シ
ョ
ッ
ク
後
、
地
方

自
治
体
の
財
政
破
綻
へ
の
危
機
意
識
が
高

ま
る
中
、
「
三
芳
町
は
大
丈
夫
か
。
」
「
多

か
れ
少
な
か
れ
危
機
は
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
の

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会

補
助
金
公
募

「
事
業
の
仕
分
け
」

市
民
判
定
人
募
集

市
民
大
学
講
座

市
民
が
作
る

財
政
白
書

〜
自
治
体
財
政
を
学
ぶ
〜

で
は
な
い
か
。
」
そ
ん
な
疑
問
に
住
民
が
自

ら
財
政
を
学
び
、
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
、
住

民
の
視
線
で
作
る
「
財
政
白
書
」
。
そ
れ
を

基
に
、
住
民
自
身
が
答
え
、
責
任
を
も
っ
て

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
場　

藤
久
保
公
民
館

参
加
費　

無
料　
　

定
員　

25
名

申
込
み　

６
月
14
日
、
午
前
９
時
〜

　
　
　
　

先
着
順
（
電
話
に
よ
る
申
込
み
可
）

申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
（
H
５
１
４
）

１ ７/６
財政分析学習の魅力はどこにあるのか
～財政分析から地方自治体を考える～

２ ７/20
財政分析を始めて学ぶ人のために
～予算・決算のあらまし・資料の入手方法～

３ ８/３ 三芳町のふところは？～歳入の仕組みを学ぶ～

４ ８/17 税金の使われ方～歳出の仕組みを学ぶ～

５ ８/31 税金の使われ方～歳出の仕組みを学ぶ～

６ ９/14
わかりにくい財政指標を読み解く
～書き込みドリル方式で慣れていこう～

７ ９/28
町民の求める長期総合計画と財政の見直し
～災害を通して安全・安心のまちづくりを考える～

８ 10/12 これからの財政運営と町民参加の財政白書作り

開講時間 （全８回）各回とも午後７時～９時

日程・会場

日にち 時間（予定） 会　　場 共通テーマ 地　域　個　別　テ　ー　マ

6月12日

９：00～12：00 上富小学校体育館

三芳町第４次
総合振興計画

近世開拓資料館予定地の利活用について
バスなどの交通網の整備について

13：30～16：30 中央公民館ホール ※1
中央公民館等複合施設建設について
バスなどの交通網の整備について

6月19日

９：00～12：00 竹間沢小学校体育館
住宅地域と工業地域の混在について
バスなどの交通網の整備について

13：30～16：30 藤久保小学校体育館 都市基盤整備について　　　　　※２
バスなどの交通網の整備について17：30～20：30 唐沢小学校体育館

住民
アンケート

32の対象
事業選定

今後の事務事業の
方向性について判定

町で抽出
した事業

町の
担当者

市民
判定人

質疑・
意見交換

応
募
か
ら
決
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

申
請　

（
８
月
１
日
締
切
）

補
助
金
検
討
委
員
会
に
よ
る
審
査

（
９
〜
10
月
）

提
言
書
の
提
出　

（
10
〜
11
月
）

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ　

（
11
月
）

提
言
書
で
「
交
付
す
べ
き
で
な

い
」
と
さ
れ
た
団
体
の
う
ち
、

希
望
す
る
団
体
が
参
加

町
が
検
討　

（
12
〜
１
月
）

採
択
通
知　
　
　
　
　
　

不
採
択
通
知

補
助
限
度
額
を
通
知　

（
３
月
）

東日本大震災への義援金

ご協力ありがとうございます
　東日本大震災にあたり、引き続き多くの方々に義援金のご協力をいただき、

５月10日現在で1436万2094円が集まっています。（募金箱への義援金含む）

　ここでは、掲載の許可をいただいた方についてご紹介します。（敬称略）

10万円／鈴木恭男

２万8630円／三芳町女性爽の会

5000円／高山勇人

４万8069円／三芳町少年野球連盟

10万円／北永井第２区

７万3909円／三芳ライオンズクラブ

２万9000円／三芳町保護司会

１ 万5231円／（医）草芳会　介

護老人保健施設エムズガーデン

３ 万3850円／特別養護老人ホー

ム桜荘　理事長　草野信一

１万円／丸富士商店会

20万円／ウイズグリーン

10万円／井田祐三

10万円／みよし台第１区

１ 万1620円／三芳町ソフトボー

ル連盟有志

５万円／三芳町藤久保睦共助会

２万円／混声合唱団「響」

３万円／上富囃子保存会

２万7070円／歌ごえみよし

２ 万3680円／あしたばミュー

ジック体操

１万円／大渕正作

62万8637円／竹間沢第１区

４万4686円／三芳民舞連

３万円／前田社中

５万円／三芳町赤十字奉仕団

こ
の
ペ
ー
ジ
の
問
い
合
わ
せ　

政
策
秘
書
室
政
策
推
進
係
（
H
４
２
２
・
４
２
３
）
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子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年
４
月
〜

９
月
ま
で
の
６
カ
月
間
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
月
額
一
万
三
千
円
で
引
き
続
き
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
で

に
受
給
し
て
い
て
、
支
給
対
象
と
な
る

お
子
さ
ん
の
数
に
変
更
が
な
い
方
は
、

特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
平
成
23
年
６
月
の
現
況
届
は
不

要
で
す
が
、
10
月
に
届
出
・
申
請
な
ど

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

新
た
に
、
出
生
・
転
入
す
る
な
ど
し
て
、

子
ど
も
手
当
を
う
け
ら
れ
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
（
受
給
者
は
原
則
と
し

て
親
で
主
た
る
生
計
維
持
者
）
は
、
認
定

請
求
等
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

公
務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
職
場
で

の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤
務
先
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
４
月
〜
９
月
ま
で
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
一
人
に
つ
き
一
律
月
額

一
万
三
千
円
。

　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
（
０
歳

か
ら
15
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
）

■
支
払
時
期

平
成
23
年
６
月
（
２
月
分
〜
５
月
分
）

平
成
23
年
10
月
（
６
月
分
〜
９
月
分
）

　
■
認
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
な
方

　

お
子
さ
ん
を
出
生
さ
れ
た
方
、
転
入

さ
れ
た
方
、
及
び
こ
れ
ま
で
受
給
し
て

い
な
か
っ
た
方

【
必
要
書
類
】

・ 

認
定
請
求
書
（
役
場
こ
ど
も
支
援

課
に
あ
り
ま
す
）

・
印
鑑

・ 

国
民
年
金
以
外
の
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
健
康
保
険
被
保
険

者
証
等
の
コ
ピ
ー
又
は
年
金
加
入

証
明
書

・ 

請
求
者
名
義
の
口
座
情
報
（
請
求

者
以
外
の
方
の
名
義
不
可
）

　

 

そ
の
他
書
類
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
額
改
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
な
方

　

こ
れ
ま
で
受
給
し
て
い
た
方
で
、
出

生
等
で
新
た
に
養
育
す
る
お
子
さ
ん
が

増
え
る
方

【
必
要
書
類
】

・ 

額
改
定
請
求
書
（
役
場
こ
ど
も
支

援
課
に
あ
り
ま
す
）

・
印
鑑

　

受
給
者
の
方
は
、
毎
年
６
月
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
が
、
今
年
の
６

月
に
つ
い
て
は
、
現
況
届
の
提
出
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

10
月
に
届
出
や
申
請
な
ど
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（注）原則として、申請月の翌月からの

支給となります。ただし出生、転入等が

月末で申請に月をまたぐ場合、出生日、

転出予定日の翌日から起算して15日以内

に申請いただければ、出生日、転出予

定日の翌月からとなります。それ以後は

申請月の翌月からの支給となります。ま

た、さかのぼっての支給はできませんの

でご注意ください。

問 い合わせ　こども支援課
　児童福祉係（H167）
　　※公務員の方は勤務先へ

　　お問い合わせください。

現在受給されている方は
６月に現況届の提出の

必要はありません

９月まで支給額は一律月額
一人13,000円。10月以降

は未定です
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今
年
３
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本

大
震
災
は
、
東
日
本
各
地
に
未
曾
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
こ

の
震
災
に
便
乗
し
た
犯
罪
や
悪
質
商

法
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
阪
神

淡
路
大
震
災
等
の
過
去
の
事
例
も
踏

ま
え
て
、
次
の
よ
う
な
詐
欺
・
悪
質

商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

公
的
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
者
等
を
名

乗
っ
た
震
災
義
援
金
・
見
舞
金
名

目
の
詐
欺

● 

電
力
会
社
・
ガ
ス
会
社
等
を
名

乗
っ
た
修
理
代
金
等
の
ニ
セ
請
求

● 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
を
装
っ
た

屋
根
や
床
下
等
の
無
料
点
検
後
の

「
こ
の
ま
ま
で
は
倒
壊
す
る
」
等

の
う
そ
で
不
安
を
あ
お
っ
た
不
当

な
高
額
契
約

● 

「
地
震
や
放
射
能
の
影
響
で
飲
料

水
の
水
質
が
悪
化
し
て
健
康
被
害

が
生
じ
る
」
等
の
言
葉
で
不
安
を

あ
お
っ
た
浄
水
器
等
の
高
額
販
売

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

・ 

見
知
ら
ぬ
業
者
の
無
料
点
検

と
そ
の
後
の
高
額
な
修
理
の

す
す
め

・ 

訪
問
や
電
話
に
よ
る
義
援
金

等
の
要
請

※ 

そ
の
場
で
安
易
に
契
約
し
た

り
、
お
金
を
支
払
っ
た
り
せ

ず
、
業
者
・
団
体
に
確
認
し
、

不
審
な
場
合
は
１
１
０
番
通

報
し
ま
し
ょ
う
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

振
込
め
詐
欺
多
発
中

　

携
帯
番
号
変
わ
っ
た
は
要
注
意
！

　

東
入
間
警
察
署
管
内
の
今
年
１
月

〜
３
月
の
振
込
め
詐
欺
被
害
は
５
件
、

被
害
金
額
は
約
１
３
６
３
万
円
に

上
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
金
融
機
関
か
ら
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
に
加
え
て
、

「
宅
配
業
者
が
お
金
を
預
か
り
に
行

く
」
な
ど
、
犯
人
が
直
接
家
に
行
っ

て
お
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
も
横
行

し
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
防
ぐ
に
は
、
電
話
の
相
手

が
本
当
に
息
子
や
孫
か
ど
う
か
を
確

か
め
る
こ
と
で
す
。
家
族
し
か
知
ら

な
い
こ
と
を
尋
ね
た
り
、
即
答
せ
ず

に
電
話
を
切
っ
て
本
人
の
元
々
の
携

帯
番
号
に
か
け
た
り
、
職
場
に
電
話

し
て
確
実
に
本
人
と
話
し
て
確
認
す

る
こ
と
で
す
。

自
宅
に
こ
ん
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
ら
警
察
に
ご
連
絡
を
！

東
入
間
警
察
署

　


（
２
６
９
）
０
１
１
０

・ 

子
ど
も
・
孫
を
名
乗
っ
た
者
か

ら
「
携
帯
の
番
号
を
変
え
た
」

・ 

警
察
官
・
銀
行
協
会
職
員
等

を
名
乗
っ
た
者
か
ら
「
あ
な
た

の
口
座
が
犯
罪
に
使
わ
れ
た
」

・ 

市
役
所
・
税
務
署
等
の
職
員

を
名
乗
っ
た
者
か
ら
「
医
療
費

や
保
険
料
の
還
付
金
が
あ
る
」

東入間警察署管内刑法犯認知件数
（平成23年１～3月・前年対比・暫定値）

市町村等
平成22年 平成23年 前年対比

（）内は増減率認知件数 県下73区市町村中の順位 認知件数 県下73区市町村中の順位

三芳町 95 53位 129 48位 34（35.8%）

富士見市 362 27位 353 24位 △9（△2.5%）

ふじみ野市 363 26位 349 25位 △14（△3.9%）

管内合計件数 820 831 11（1.3%）

県内合計件数 23,969 21,953 △2,016（△8.4%）

ご
活
用
を
！　

防
犯
啓
発
看
板

　

ひ
っ
た
く
り
や
痴
漢
な
ど
の
犯
罪
防

止
や
、
不
審
者
の
発
見
な
ど
の
啓
発
手

段
と
し
て
、
町
内
各
所
に
防
犯
看
板
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
住
民
皆
さ
ん
の
自

衛
意
識
を
高
め
る
た
め
、
犯
罪
行
為
抑

止
の
た
め
、
今
後
も
場
所
を
選
定
の
う

え
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
し
て
あ
る
看
板
で
老
朽

し
た
物
に
つ
い
て
は
撤
去
・
交
換
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
お
近
く
に
そ
の

よ
う
な
看
板
を
発
見
し
た
際
に
は
、
お

手
数
で
す
が
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課
防
犯
防
災

係
（
H 

265
・
266
）

消
費
生
活
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
午
前
10
時
か

ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）
に
消

費
生
活
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
※
予

約
不
要
・
無
料

　

詐
欺
や
悪
質
商
法
の
手
口
は
多
様
化

し
て
、
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
知
識
と

対
応
と
心
構
え
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
こ
と
、
困
っ

た
こ
と
、
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

環
境
産
業
課
商
工
観
光

係
（
H 

214
・
215
）

三
芳
町
の
防
犯

み
ん
な
で
町
を
守
り
ま
す

震
災
に
便
乗
し
た
犯
罪
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

地
域
防
犯
ニ
ュ
ー
ス
ひ
が
し
い
る
ま

東
入
間
防
犯
・
暴
力
排
除
推
進
協
議
会　


（
２
６
６
）
６
９
６
９

11

子
ど
も
手
当
は

引
き
続
き
支
給
し
ま
す

支
給
額
は
一
万
三
千
円

支
給
対
象
の
子
ど
も

申
請
手
続
き
に
つ
い
て

６
月
の
現
況
届
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
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平
成
23
年
度　

各
小
中
学
校
の
目
標
と
取
り
組
み

今
月
号
で
は
、
平
成
23
年
度
の
各
小
学
校
の
学
校
教
育
の
目
標
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
H
５
２
２
・
５
２
３
）

　

本
校
は
、
花
の
美
し
い
、

明
る
い
あ
い
さ
つ
が
響
く
元

気
な
学
校
で
す
。
熱
意
溢
れ

る
教
職
員
が
温
か
く
厳
し
く

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
一
人
一
人
が
心
身
共
に
健
や

か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
「
教
育
に

関
す
る
３
つ
の
達
成
目
標
」
に
取
り

組
み
、
「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の

と
れ
た
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

学
力
向
上
を
図
る
た
め
、
朝
の

時
間
を
活
用
し
、
「
基
礎
基
本
タ
イ

ム
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
本
年
度
か
ら
道
徳
教
育
の
研
究

で
埼
玉
県
教
育
委
員
会
・
三
芳
町
教

育
委
員
会
の
委
嘱
を
受
け
、
「
伝
え

合
う
力
を
高
め
、
と
も
に
よ
り
よ
く

生
き
る
児
童
の
育
成
」
を
目
指
し
、

道
徳
の
授
業
改
善
・
体
験
活
動
の
充

実
・
教
育
環
境
整
備
等
に
取
り
組
み

ま
す
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
の
ご

支
援
の
も

と
、
信
頼

さ
れ
る
学

校
づ
く
り

に
努
め
て

ま
い
り
ま

す
。

竹
間
沢
小
学
校

校
長　

古ふ
る
か
わ川　

慶け
い
こ子やさしく かしこく たくましく

　

本
校
は
「
に
ほ
ん
の
里
・

百
選
」
に
選
ば
れ
た
、
自
然

豊
か
な
上
富
地
区
に
位
置
す

る
学
校
で
す
。
今
年
は
、
開

校
四
十
周
年
の
節
目
の
年
に

な
り
ま
す
。
「
清
く
・
か
し
こ
く
・

た
く
ま
し
く
」
を
学
校
教
育
目
標

に
、
全
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

児
童
に
寄
り
添
っ
た
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

　

主
な
取
組
と
し
て
は
、
三
芳
町
教

育
委
員
会
の
研
究
委
嘱
を
受
け
て
、

国
語
科
を
中
心
と
し
た
学
校
研
究
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
「
縦
割
り

活
動
」
や
「
花
壇
・
と
め
っ
こ
農
園

を
活
用
し
た
活
動
」
を
充
実
さ
せ
、

人
と
人
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し

た
、
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
を
推
進

し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
と
お
し
、
子

ど
も
た
ち
が
誇
り
に
思
え
る
学
校
づ

く
り
に
取

り
組
ん
で

ま
い
り
ま

す
。　

上
富
小
学
校

校
長　

神か
み
や
う
ち

谷
内　

守
ま
も
る花と緑の上富小学校

　

重
点
目
標
を
四
つ
設
定

し
、
具
体
的
取
組
（
太
字

部
分
）
を
も
っ
て
目
標
の

達
成
を
図
り
ま
す
。

１ 

「
確
か
な
学
力
を
は
ぐ

　

 

く
む
授
業
の
推
進
」
（

分
か
る
授

業
の
推
進

家
庭
学
習
（
宿
題
）
と

の
連
携
等
）

２ 

「
豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
の
推

進
」
（

児
童
が
主
体
的
に
取
り
組

む
児
童
会
活
動

あ
い
さ
つ
運
動
の

推
進

雑
木
林
の
活
用
等
）

３ 

「
健
康
安
全
と
健
や
か
な
体
づ
く
り

の
推
進
」
（

各
種
運
動
の
実
施


安
全
教
育
不
審
者
対
応
の
推
進
等
）

４ 

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
」

（

学
校
応
援
団
の
推
進

学
校

フ
ァ
ー
ム
の
推
進
等
）
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ベ
ス
ト
（
全
力
で
学
習
す

る
・
知
）
、
ル
│
ル
（
き
ま
り
を
守
る
・

徳
）
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
挑
戦
す
る
・
体
）

を
合
い
言
葉
と
し
て
、
児
童
一
人
一
人

の
能
力
や
態
度
の
伸
長
を
目
指
し
、
信

頼
さ
れ
る

学
校
と
な

る
よ
う
取

り
組
ん
で

ま
い
り
ま

す
。

唐
沢
小
学
校

校
長　

山や
ま
が
た形　

康や
す
の
り典

よく考える子（知）・思いやりの
ある子（徳）・たくましい子（体）

　

本
校
は
、
「
や
さ
し

く
、
か
し
こ
く
、
つ
よ

い
子
」
を
学
校
教
育
目

標
と
定
め
、
心
身
と
も

に
、
た
く
ま
し
く
生
き

る
子
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が

素
直
な
心
を
も
ち
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
町
教
育
委
員
会
の

研
究
委
嘱
を
受
け
、
「
確
か
な
読
み

の
力
を
育
て
る
国
語
科
の
指
導
」
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

日
々
の
授
業
の
充
実
を
通
し
て
、
国

語
力
の
育
成
に
努
め
、
基
礎
・
基
本

の
定
着
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
と
家
庭
・
地
域
と

の
連
携
を
教
育
の
要
と
し
て
、
創
意

と
工
夫
あ
ふ
れ
る
教
育
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
の
学
び
と
夢
を
応
援
す
る
教
育
に

全
力
を

挙
げ
て

取
り
組

ん
で
ま

い
り
ま

す
。

藤
久
保
小
学
校

校
長　

柿か
き
ぬ
ま沼　

秀ひ
で
き樹

あいさつと花と笑顔あふれる
藤久保小

　

本
校
は
今
年
度
、
１
学
年

が
４
ク
ラ
ス
と
な
り
全
校
生

徒
３
６
７
名
と
な
り
ま
し

た
。
教
職
員
46
名
で
一
丸
と

な
っ
て
目
指
す
生
徒
像
で
あ

る
「
自
他
を
大
切
に
し
、
夢

や
目
標
を
持
ち
、
そ
の
実
現

に
向
け
努
力
す
る
生
徒
」
を
育
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。

○
学
ぶ
生
徒　
　

○
貢
献
す
る
生
徒

○
優
し
い
生
徒　

○
健
康
な
生
徒

を
学
校
教
育
目
標
と
し
、
そ
の
総

称
を
「
格
好
い
い
中
学
生
」
と
名
付

け
て
い
ま
す
。
学
校
経
営
の
根
幹
を

「
自
ら
学
ぶ
教
師
が
学
ば
せ
う
る

教
師
」
「
美
点
凝
視
」
「
教
師
は
最

大
な
る
教
育
環
境
で
あ
る
」
「
協
働

連
携
」
と
し
、
教
職
員
が
生
徒
・
保

護
者
・
地
域
の
こ
と
を
「
よ
り
よ
く

見
る
・
よ
り
よ
く
聞
く
・
よ
り
よ
く

話
す
」
こ
と
に
努
め
ま
す
。
ま
た
学

校
の
様
子
を
学
校
通
信
『
荒
野
開
き

て
』
や
各
学
年
・
学
級
通
信
等
で
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
芳
中
学
校

校
長　

藤ふ
じ
も
と本　

直な
お
み己地域に根ざした学校をめざして

　

馨
り
あ
ふ
れ
る
東
中
学
校

を
合
い
言
葉
に
す
ば
ら
し
い

伝
統
と
校
風
を
も
つ
学
校
で

す
。
生
徒
は
三
芳
東
中
学
校

に
誇
り
を
持
ち
、
３
大
行
事

で
学
級
の
絆
を
深
め
ま
す
。

☆
学
校
教
育
目
標

・
心
豊
か
な
生
徒

・
意
欲
的
に
学
ぶ
生
徒

・
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
徒

☆
目
指
す
学
校
像

　

 

生
徒
の
夢
を
育
み
、
そ
の
夢
の
実

現
に
向
け
全
力
で
支
援
す
る
学
校

☆
目
指
す
生
徒
像

　

 

自
ら
の
意
志
と
能
力
で
自
ら
の
道

を
切
り
拓
い
て
い
く
生
徒

　

本
校
は
、
規
律
あ
る
学
校
生
活
を

実
現
す
る
こ
と
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

「
時
を
守
り
、
場
を
清
め
、
礼
を
正

す
。」
を
基
本
に
、
集
団
生
活
を
向

上
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
心
と
生
き

方
を
育
て
る
体
験
学
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
教
育
課
程
実
施

の
年
と
し
て
、
以
下
３
点

を
学
校
経
営
の
重
点
と
し
、

教
育
活
動
に
邁
進
し
ま
す
。

 

学
習
規
律
を
徹
底
し
た

　

確
か
な
学
力
の
向
上

  

生
活
の
き
ま
り
を
大
切
に
し
た
基

本
的
生
活
習
慣
の
確
立


道
徳
教
育
を
中
心
と
し
た
心
の
教
育

　

本
年
度
も
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
努
力
し
て

い
く
所
存
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
個
性
を

生
か
し
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
ん
で

い
け
る
よ
う
、
常
に
教
師
自
身
が
学

ぶ
姿
勢
を
も
ち
、
児
童
が
意
欲
的
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
人
と
の
か
か
わ

り
を
大
切
に
し
た
授
業
の
実
践
を
と

お
し
、
子
ど
も
た
ち
が
、
で
き
る
楽

し
さ
、
学
ぶ
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
授
業
づ
く
り
に
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

『
全
て
の
教
育
は
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
』
を
合
い
言
葉
と
し
、
教
職
員

一

丸

と

な
っ
て
教

育
活
動
に

邁
進
し
て

ま
い
り
た

い
と
存
じ

ま
す
。

三
芳
小
学
校

校
長　

岸き
し
な
み浪　

信の
ぶ
よ
し敬

ルールをまもる子・チームワーク
をつくる子・ベストをつくす子

三
芳
東
中
学
校

校
長　

小お

の野　

勝か
つ
ひ
ろ弘誇りと絆の東中学校

　

本
校
で
は
「
自
ら
の
意
思

と
努
力
で
未
来
へ
の
道
を
拓
い

て
い
く
力
」を
育
成
す
る
た
め
、

学
校
教
育
目
標
を
「
自
ら
考
え

進
ん
で
行
動
す
る
生
徒　


自

ら
考
え
意
欲
的
に
学
ぶ
生
徒


心
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒


健
康
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
徒
」

と
さ
だ
め
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
を

達
成
す
る
に
は
、
学
校
が
「
学
び
と

笑
顔
に
満
ち
た
元
気
な
学
校
」
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
生
活
の
基
本
は
「
時
を
守
り
、

場
を
清
め
、
礼
を
正
す
」
で
す
。
授

業
中
の
集
中
、
活
発
な
部
活
動
、
挨

拶
と
笑
顔
に
満
ち
た
校
舎
、
隙
間
な

く
丁
寧
に
行
う
清
掃
活
動
な
ど
、
地

道
な
毎
日
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
一
人
一

人
が
自
信
と
誇
り
を
持
て
る
藤
久
保

中
学
校
を
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

と
協
力
し
て
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

藤
久
保
中
学
校

校
長　

山や
ま
が
わ川　

博
ひ
ろ
し
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学びと笑顔に満ちた元気な学校



中央図書館　２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

みよし歴史探訪

文化財を訪ねて

2011年６月１日発行広報みよし No.892

休

休

休

第三回 富士信仰と富士塚

「活躍する学校応援団」
－読み聞かせ活動のひとこま－

　

町
立
小
学
校
で
は
「
学
校
応

援
団
」
が
組
織
さ
れ
、
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
教
育
活
動
の

様
々
な
場
面
で
、
保
護
者
や
地

域
の
方
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
力
を
貸
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
各
種
行
事
に
お
け
る
お
手

伝
い
、
花
壇
に
花
を
植
え
た
り

雑
草
を
取
り
除
い
た
り
す
る
環

境
整
備
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
時
の
安
全
確
保
等
々
、
そ
の

活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度

「
学
校
応
援
団
」
を
立
ち
上
げ

た
唐
沢
小
学
校
で
は
保
護
者
や

地
域
の
方
が

自
分
の
得
意

分
野
を
生
か

し
て
、
読
み

聞
か
せ
や
英

語
活
動
、
算

数
、
家
庭
科

な
ど
、
豊
か

な
教
育
活
動

の
た
め
の
お

手
伝
い
を
し

て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

唐
沢
小
学

校
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
朝
読

書
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時

間
を
利
用
し
て
１
ク
ラ
ス
ず
つ

順
番
で
行
わ
れ
て
い
る
読
み
聞

か
せ
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

４
月
13
日
、
学
年
活
動
室
に

集
ま
っ
た
６
年
１
組
の
子
ど
も

た
ち
は
、
首
を
長
く
し
て
話
が

始
ま
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
話
は
「
ソ
メ
コ
と
オ

ニ
」
い
ざ
、
話
が
始
ま
る
と
子

ど
も
た
ち
の
目
は
読
み
手
の
方

に
釘
付
け
で
す
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
、
登
場
人
物
に
合
わ
せ
て

声
色
を
変
え
、
あ
た
か
も
登
場

人
物
同
士
が
会
話
を
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
、
と
て
も
上
手
に

読
み
聞
か
せ
て
く
れ
る
か
ら
で

す
。
笑
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
、

泣
い
た
り
、
驚
い
た
り
、
ど
き

ど
き
し
た
り
、
は
ら
は
ら
し
た

り
と
い
つ
の
間
に
か
自
分
が
主

人
公
に
な
っ
て
話
の
世
界
で
想

像
を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
す
。
話
が

終
わ
る
と
感
動
し
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
割
れ
ん
ば
か
り

の
拍
手
が
鳴
り
響

き
ま
す
。
こ

の
感
動
が

心
を
耕
し
、

自
発
的
な

読
書
活
動

を
促
す
原

動
力
と
な

る
わ
け
で
す
。

　

読
み
聞
か
せ
を

す
る
こ
と
は
、
子
ど
も

た
ち
に
よ
り
よ
い
読
書
習
慣
を

身
に
つ
け
る
第
一
歩
と
な
り
ま

す
。
学
校
応
援
団
の
方
と
連
携

を
取
り
合
い
な
が
ら
、
計
画
的

に
読
み
聞
か
せ
活
動
を
続
け
る

こ
と
で
、
よ
い
読
書
習
慣
を
身

に
つ
け
た
心
豊
か
な
大
人
へ
と

成
長
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
の
取
組
で
す
。

　

三
芳
町
の
地
図
を
広
げ
る

と
、
藤
久
保
の
小
字
名
に 

富

士
塚
 

浅せ
ん
げ
ん
あ
と

間
後

と
い
う
地

名
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
の
字
が

接
す
る
富
士
見
市
境
付
近
に
、

浅
間
神
社
を
祀
る
塚
が
あ
り
、

ま
た
、
上
富
八
軒
家
に
も
、

「
富
士
山
」
と
呼
ば
れ
る
高
さ

五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
塚
が
存
在

し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
一
般
に

「
富
士
塚
」
と
呼
ば
れ

る
富
士
山
を
模
し

て
人
工
的
に
築

か
れ
た
小
山

で
す
。
か

つ
て
藤
久

保
の
富
士

塚
は
、
高

さ
が
十
五

メ
ー
ト
ル

ほ
ど
で
、
頂

に
数
坪
の
社
が

あ
り
、
周
辺
か
ら

は
清
水
が
湧

き
、
樹
木
が

う
っ
そ
う
と

茂
っ
て
い
た

と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

富
士
山
は
、

そ
の
姿
や
大

き
さ
か
ら
、

古
来
よ
り
信

仰
の
対
象
と

な
っ
て
き
ま

し
た
。
近
世

の
山
岳
信
仰

は
、
修

し
ゅ
げ
ん
じ
ゃ

験
者

の
行

ぎ
ょ
う
を
中
心
と
す
る
も
の
か

ら
、
一
般
人
が
自
由
に
登
拝

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

代
参
講
で
あ
る
富
士
講
（
富
士

山
を
信
仰
す
る
人
の
集
団
）
が

流
行
し
、
各
地
で
結
講
さ
れ
ま

し
た
。
三
芳
で
も
、
竹
間
沢
・

藤
久
保
・
上
北
永
井
・
下
北
永

井
・
上
富
八
軒
家
に
富
士
講
が

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
誰
で
も
登
拝
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

実
際
に
富
士
登
山
に
行
け
る
の

は
、
財
力
と
体
力
の
あ
る
人
の

み
で
し
た
。
そ
こ
で
、
富
士
登

拝
で
き
な
い
老
若
男
女
が
富
士

塚
に
登
拝
す
る
こ
と
で
、
富
士

登
山
と
同
じ
御ご

り
や
く

利
益
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
と
、
富
士
塚
は
築

か
れ
た
の
で
す
。

　

北
永
井
に
は
、
富
士
塚
こ

そ
築
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

北
永
井
の
富
士
講
の
先せ

ん
だ
つ達

（
指
導
者
）
は
、
明
治
二
五
年

（
一
八
九
二
）
、
六
七
歳
に
し

て
富
士
登
山
三
十
三
度
と
い
う

偉
業
を
遂
げ
、
大
先
達
と
し
て

の
階
位
を
得
、
そ
の
成
就
の
記

念
に
講
中
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
富
士
登
山
三
十
三
度
之
碑
が

屋
敷
地
内
に
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

旧
暦
六
月
一
日
（
新
暦
で
今

年
は
七
月
一
日
）
は
富
士
山
の

山
開
き
。
本
格
的
な
富
士
登
山

と
ま
で
は
行
か
ず
と
も
、
三
芳

の
富
士
塚
を
巡
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
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図
書
館
の
本
棚
「
読
み
聞
か
せ
」
の
参
考
図
書　

別
置
紹
介
中

【
一
般
書
】
『
え
ほ
ん
の
せ
か
い　

こ
ど
も
の
せ
か
い
』

松
岡
享
子　

著

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部　

１
９
８
７
年
９
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
Ｑ
０
１
９
マ

　

子
ど
も
に
な
ぜ
絵
本
が
必
要
な
の
か
。
ど
ん
な
ふ

う
に
読
ん
で
や
る
の
が
い
い
の
か
。
子
ど
も
の
「
読

み
」
と
、
大
人
の
配
慮
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
く
。

「
子
ど
も
に
本
を
読
む
喜
び
を
」
と
願
う
大
人
の
出

発
点
と
な
る
一
冊
。

【
一
般
書
】
『
読
み
聞
か
せ

－

こ
の
素
晴
ら
し
い
世
界

－

』

ジ
ム
・
ト
レ
リ
ー
ス　

著　

亀
井
よ
し
子　

訳

高
文
研　

１
９
８
７
年
12
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
Ｑ
０
１
９
ト
レ

　

子
ど
も
の
本
離
れ
を
ど
う
す
る
か
。 

テ
レ
ビ
漬

け

ど
う
打
ち
勝
つ
か
。
著
者
い
わ
く
「
建
国
以
来

の
教
育
危
機
」
の
一
九
八
五
年
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ

れ
、
親
や
教
師
の
間
で
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
の
改
訂
版
。

【
一
般
書
】
『
橋
を
か
け
る

－

子
供
時
代
の
読
書
の
思
い
出

－

』

美
智
子
〔
著
〕

す
え
も
り
ブ
ッ
ク
ス　

１
９
９
８
年
11
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
Ｑ
０
１
９
コ

　

「
子
供
の
本
を
通
し
て
の
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
開

か
れ
た
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
世
界
大
会
で
な
さ
れ
た
、
美
智
子

皇
后
の
講
演
録
。
本
で
知
っ
た
美
し
さ
、
本
か
ら
感

じ
た
不
安
、
喜
び
な
ど
を
語
る
。
日
本
語
、
英
語
の

完
全
収
録
版
。

【
一
般
書
】
『
読
み
聞
か
せ
わ
く
わ
く
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

－

学
校
か
ら
家
庭
ま
で

－

』

代
田
知
子　

著　

一
声
社

２
０
０
１
年
４
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
Ｑ
０
１
９
シ

　

「
読
み
聞
か
せ
」
の
ハ
ウ
・
ツ
ウ
・
ブ
ッ
ク
。
読

み
聞
か
せ
の
魅
力
と
そ
の
パ
ワ
ー
に
つ
い
て
、
本
選

び
、
読
み
方
、
読
み
聞
か
せ
の
会
を
成
功
さ
せ
る
ち

ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
な
ど
を
紹
介
。
お
す
す
め
絵
本
リ

ス
ト
も
掲
載
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
本
に
触
れ
る 

　

町
の
図
書
館
は
、
人
口
一
人
当
た
り
の
貸

出
冊
数
が
県
下
一
位
。
多
く
の
方
に
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
図
書
館
で
す
が
、
未
就

学
の
子
ど
も
た
ち
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
日
は
、
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
列

を
つ
く
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
先
生
か
ら

の
サ
イ
ン
で
、
ど
の
子
も
目
を
輝
か
せ
て
本

を
探
し
ま
す
。
友
達
の
読
ん
で
い
る
本
に
も

興
味
津
々
。

　

保
育
所
で
は
、
み
ん
な
で
本
を
借
り
、
保
育
所
で
の
読
み
聞
か
せ
に

使
っ
た
り
、
お
家
で
読
ん
で
も
ら
う

機
会
づ
く
り
と
し
た
り
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
読
書
習
慣

は
、
感
性
や
創
造
力
を
豊
か
な
も
の

に
し
、
表
現
力
を
高
め
る
の
に
効
果

的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
書
館
で
は
、

乳
幼
児
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
開

催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
図
書
館
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
！

※蔵書点検のため全館休館６月27日～７月４日

ぐりぐらタイム（絵
えほ ん

本・紙
かみしばい

芝居・手
てあ そ

遊び・
本の紹

しょうかい

介 )　第１・３金曜日

11：00～ 11：15　６ヶ月～１歳
さい

（保
ほご し ゃ ど う は ん

護者同伴）

11：20～ 11：40  ２・３歳～（保
ほご し ゃ ど う は ん

護者同伴）

第２・４火曜日　16：00～ 16：30　3歳～小学生

かにかにこそこそ
　（昔

むかしばなし

話などを覚
おぼ

えて語
かた

る練
れんしゅうかい

習会）
第３水曜日　10：00～ 12：00　大人対象

♥としょかん・くらぶ

第４土曜日　会員制

　10：10～ 11：00　１・２年生　35名　

　11：10～ 12：00　３～６年生　50名

※ 本の読み聞かせとブックトークで本に親しみ

ます。

★おはなしはじめのいっぽ　－当日参加－
～覚えてみたい楽しいお話がいっぱい～

　　　（小さいお話〈語り〉、手遊び、わらべうた）

11：00～ 11：30　語りに興味のある方、聞く

だけの方、どなたでも（赤ちゃん連れＯＫ）

☆読み聞かせボランティア講座・初級編
（3回講座）申込制　10：00～ 12：00

選び方　読み方の実際　定員 25名
○ブックスタート
　（４か月児健診時に、保健センターにて）
◎ブックスタートプラス
　（２歳児歯科健診のあと、図書館にて）
〈竹間沢分館〉
ぐりぐらタイム
（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

６月は第３火曜日

11:00～ 11:30　６か月～３歳（保護者同伴）

◆スイミ－おはなし会
　 　　（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

第４木曜日　16:00～16:30　４歳～小学生

【地域文庫のお知らせ】

（児童書の貸出、お話会など。）

つくし文庫‥６月18日、10：00～12：00

　　　場所／上富１区第１集会所にて

あらた文庫‥毎火曜日　15：30～18：00

　　　場所／荒田自宅にて

（藤久保536－4　三芳東中学校近く）

6月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 7/1 7/2
休



○

★

★

★

休

◆

休休

◎

☆ 

休 休
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北永井児童館 258−9962
藤久保児童館 258−9965
竹間沢児童館 259−8315
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問い合わせ　総合体育館　258-0311

○
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
／
健
康
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
高
齢
者
が
気
軽
に

集
う
場
所
で
す
。
北
永
井
第
２
区
の
サ
ロ
ン

で
は
、
毎
回
楽
し
い
行
事
を
組
み
、
多
く
の

方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
３
月
の
サ
ロ
ン
で
は
、

懐
か
し
い
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
者
の
高
齢
の
女
性
か
ら
地
震
の
と
き
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
た

が
ベ
ッ
ト
の
上
で
全
く
動
け
な
か
っ
た
事
、
怖

か
っ
た
事
、
テ
レ
ビ
で
津
波
や
原
発
事
故
の

恐
ろ
し
さ
を
見
て
不
安
が
大
き
く
な
っ
た
事

な
ど
な
ど
…
。
家
族
と
は
ま
と
ま
っ
た
話
が

で
き
な
か
っ
た
が
、
今
日
は
話
が
で
き
て
よ

か
っ
た
と
い
う
声
が
き
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
ロ
ン
を
町
の
あ
ち
こ
ち
に

つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
グ
ル
ー
プ

柄
澤

（
２
５
８
）
２
１
７
８

又
は
役
場
・
福
祉
課
（
H
１
７
２
）
ま
で

北永井第２区のふれあいサロン

イベント 日にち 時間 参加できる人 定員 予約 おまけ

北
永
井

野菜作りにチャレン
ジ！ 6月4日 14:00～15:00

幼児親子、
小学生～ 20 ◎ サツマイモ植え

アウトドアクッキング 6月11日 10:00～13:00 小学生～ 30 ◎ 飯
はんごうすいはん

盒炊爨、野外でカレー作り
参加費100円

みんなであそぼう！ 6月25日 14:00～16:00
幼児親子、
小学生～ ◎ レクゲーム

子ども服を集めています！まだ着られるけれど捨てるのはもったいない…お家に眠っている子ども服がありましたら是非児
童館にお寄せ下さい。7月6日「夏の子ども服リサイクル広場」で必要な方に無料で差し上げます。お互いに助け合ってエ
コな子育てを楽しみましょう。【受付期間】6月末まで　【サイズ】マタニティ～小学生

藤
久
保

児童館で映画会
6月10日

6月11日

10:30～11:30

13:30～15:50

幼児親子

小学生～

内容　未定

内容　未定

うきうき工作 6月15日
～17日 14:00～16:00 小学生～ 各15 ◎ 折り紙工作

親子であそぼう 6月24日 10:30～ 乳幼児親子 子供服リサイクル

竹
間
沢

乳幼児親子おしゃべ
り広場 6月10日 10:00～12:00 乳幼児親子 20 ◎ 簡単おやつ作りでおしゃべりしま

しょう！　参加費100円

ゲーム大会 6月18日 14:00～15:30 小学生～ レクゲーム

みんなでつくろうデー 6月23日 15:30～16:30 小学生～ わりばし鉄砲を作ろう

ミニASHIMOを作ろう 6月25日 10:00～12:00 小学生 40 ◎ 段ボールクラフト
（竹間沢公民館合同事業）

第５回手作りうどん
を食べよう会 7月2日 10:00～12:30 小学生～ 30 ◎

うどん作り、会食　※6/10～6/20
申込書に記入の上、参加費100円
を添えて。

児童館の行事は基本的に参加無料です。行事によっては年齢制限や定員設定、参加費等が必要な
場合があります。詳しくは、各児童館へお問い合わせください。
※雨で視界の悪い日が続きます。児童館へ来る時は、車などに気をつけてくださいね！

親子で児童館を利用してみませんか？
　実は、各児童館には就学前の小さなお子さんが利用できるスペース

があります。ここでは乳幼児向けの玩具で遊べるだけでなく、親同士

の情報交換や息抜きの場としても利用されています。開館中は自由に

利用できますが、午前中のほうがゆったり遊べておすすめ！

　詳細についてはお近くの児童館にお問い合わせのうえ、ぜひお子さ

んと児童館に足を運んでみてください。

小・中学生だけ
じゃない！

バスケットボールクリニック

　小学生以下を対象としたバスケットボールクリニッ

クを行います。JBL（日本バスケットボールリー

グ）日立サンロッカーズのヘッドコーチである小野秀

二氏を講師として、基礎の練習から技術の習得、さら

にミニゲームなどを予定しています。バスケットボー

ルをしている子供たちや、これから始めようと思って

いる子供たちの参加をお待ちしています。

日時：6月26日　 午前11時45分～午後4時頃

（開場／午前11時30分）

場所：総合体育館１階アリーナ　対象：小学生以下

参加費：1人100円（保険料とし

て。当日の受付で徴収します。）

※会場にボールの準備はありま

せんので、各自で

ご用意ください。

トレーニング講習会
「気付いた時から始めよう！
　ウエイトトレーニング」

　なぜウエイトトレーニングが

必要なのか？加齢や体調に応じた運動方法や男女別の

トレーニングのポイントなどを、講習と実技を交えて

案内します。

日時：6月19日 　（午前午後とも同じ内容）

　午前の部　午前10時～11時30分

　午後の部　午後6時～7時30分

場所：総合体育館3階研修室

対象：20才以上の男女　　参加費：無料

講 師：佐々木仁史（総合体育館副館長 健康運動指導士）

主 な実績：2009年JBBF日本クラシックボディービル

大会175cm以下級6位

※当日は体を動かしますの

で、動きやすい服装でお越

しください。また、実技で

タオルを使用しますのでご

用意ください。

キッズプログラム ７～９月の予定  参加者募集中　　どのクラスも、無料体験を随時受け付けています。
クラス フットサル教室 J-POP体操・J-MIX ダンス 親子ビクス

日程

毎週水曜日
７/６、13、20、27

８/３、10、17、24、31

９/７、14、21、28

毎週火曜日
７/５、12、19、26

８/２、９、23、30 （16日はお休み）
９/６、13、20、27

毎週火曜日
７/５、12、19、26

８/９、16、23、30 （２日はお休み）
９/６、13、20、27

時間
16:00～17:00　U-8クラス（8才以下）
17:10～18:10　U-10クラス（10才以下）
18:20～19:20　U-12クラス（12才以下）

16：00～ 16：50
　　　　J-POP体操（３～７才）
17：00～ 17：50
　　　　J-MIX ダンス（６～ 12才）

10：00～ 11：00
　　ひよこクラス（１～２才）
11：00～ 12：00
　　こっこクラス（２～４才）

料金 １ヶ月 3,800円 １ヶ月 2,500円（支払いは３ヶ月単位）１ヶ月 2,000円（支払いは３ヶ月単位）

※フットサル教室は５月に３回しか実施しなかったため、代替措置として８月に５回実施します。

６月３日より、総合体育館窓口にて一般受付を開始します。
直接来館、または電話にて申し込みください。

大
野
雄
二
＆
ル
パ
ン
テ
ィ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ブ

　
　

－ 

ル
パ
ン
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ 

－

「
ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー
マ
」
の
生
み
の
親
に
し
て
作
曲
家
で
あ
り
、

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大
野
雄
二
が
率
い
る
ル
パ
ン
テ
ィ
ッ
ク

フ
ァ
イ
ブ
が
ル
パ
ン
曲
を
中
心
に
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
楽
し
さ
を
お
伝
え

す
る
Ｈ
Ｏ
Ｔ
な
ラ
イ
ブ
！

【
公
演
日
時
】
７
月
２
日
　

開
演　

午
後
５
時

【
会　

場
】
文
化
会
館
コ
ピ
ス
み
よ
し　

ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
全
席
指
定　

　
　
　
　

一
般
３,

５
０
０
円　
　

学
生
３,

０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

●
コ
ピ
ス
み
よ
し
受
付
窓
口

●
み
ず
ほ
台
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
Ａ
Ｇ
プ
ラ
ザ
４
階

●
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ 

フ
ァ
ミ
リ
ー 

ダ
イ
エ
ー
三
芳
店
内

●
イ
ー
プ
ラ
ス
（
Ｐ
Ｃ
・
携
帯
共
通
）　

h
ttp
://e
p
lu
s
.jp

コ
ピ
ス
み
よ
し
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

口
笛
教
室　

２
０
１
１

昨
年
好
評
だ
っ
た
口
笛
教
室
を
、
今
年
も
開
催
！

講
座
は
全
10
回
、
最
終
回
に
は
発
表
の
場
と
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
！

一
緒
に
口
笛
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
開
催
日
】
６
月
〜
10
月　

第
２
・
第
４
水
曜
日

【
時　

間
】
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

 

【
受
講
料
】
７,

５
０
０
円　
（
定
員
40
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
・
問
い
合
わ
せ

文
化
会
館
コ
ピ
ス
み
よ
し　


（
２
５
９
）
３
２
１
１

17 16
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広報みよし No.892

健康・子育て支援センター情報

　腰や膝、肩や手足に痛みがある中で負担の大きい動き、

不足した運動習慣は身体を壊しやすく、介護を必要とする

状態になる可能性を高めます。

　体の痛みがあり悩んでいる方を対象に、各個人にあった

運動プログラムの提供や福祉用具の紹介など、日常生活を

より快適に過ごせるようアドバイスをします。

【日時】　６月 22 日　午前 10 時から正午

【内容】　 理学療法士・作業療法士（埼玉セントラル病院勤

務）による個別リハビリ相談

【対象】　 65 歳以上の方で、医療機関や介護保険施設等で

リハビリを行っていない方

【定員】　３人　※予約申し込みが必要です。　　

【場所】　藤久保公民館　図書室

【検査日】８月３日
【受付時間】 午前９時・午前 10 時・午前 11

時の３回
【募集開始】 ６月１日～６月 30 日（６

月 30 日消印有効）
【内容】問診と血液検査
【定員】200 人　【費用】500 円
【申込方法】往復はがきで申込み

（記入例）

　

町
の
実
施
す
る
が
ん
検
診
に

お
い
て
、
特
定
の
年
齢
に
達
し

た
方
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
及
び
大
腸
が
ん
に
関

す
る
検
診
手
帳
及
び
検
診
費
用

が
無
料
と
な
る
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
を
送
付
し
ま
す
。
が
ん

検
診
の
受
診
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
が
ん
の
早
期
発
見
と
正

し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
を

目
的
に
国
が
開
始
し
た
事
業
で

す
。
左
記
の
対
象
の
方
に
、
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。
詳
細
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
に

同
封
さ
れ
て
い
る
お
知
ら
せ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】
６
月
１
日
〜
11

月
30
日

【
実
施
場
所
】
三
芳
町
・
富
士

見
市
・
ふ
じ
み
野
市
の
委
託
医

療
機
関

【
対
象
】
町
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方

【
実
施
場
所
】
町
の
委
託
医
療

機
関

【
自
己
負
担
金
】
な
し

【
実
施
期
間
】
７
月
１
日
〜
11

月
30
日
（
た
だ
し
、
定
員
に
な

り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。）

【
受
診
方
法
】
保
健
セ
ン
タ
ー

で
６
月
27
日
か
ら
配
布
す
る
受

診
票
を
持
参
の
う
え
、
町
の
委

託
医
療
機
関
に
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

※
受
診
票
配
布
時
よ
り
、
１
ヶ

月
以
内
で
の
受
診
を
お
願
い
し

ま
す
。

　ママのためのリフレッシュ検診
【日時】７月７日午前９時 30 分午前 10 時 30 分

【対象】子育て中の親（定員 30 人）

【申込】６月 15 日より電話、メールでの申込み

【内容】骨密度測定、歯周疾患予防教室等

　　　　（詳細は事業一覧参照）

【費用】なし

肺がん 大腸がん 子宮頸がん 肝炎ウィルス

対象者 40歳以上 40 歳以上 20 歳以上

当該年度 40 歳になる方
当該年度 41 歳以上になる方で
過去に肝炎ウィルスの健診の受診
がなく、かつ希望される方

検査方法 胸のレントゲン
便潜血検査
（２日間採取）

子宮頸部の
細胞を採取

血液検査

自己
負担金

レントゲン500円
喀痰検査 500 円

500 円 1,000 円 なし

郵便はがき
354－0041

　
　

何
も
記
入
し
な
い
で
下
さ
い

　
　
　

 

三
芳
町
保
健
セ
ン
タ
ー 

行

三
芳
町
大
字
藤
久
保
185

－

１

往信
青

郵便はがき
○○○－○○○○

何
も
記
入
し
な
い
で
下
さ
い

緑
返信

１．前立腺がん検診申込み
２．住　　所
３．氏　　名（フリガナ）
４．生年月日
５．性　　別
６．連絡先
　　 ※日中連絡のとれる電話番号
７．検査日・受付時間のご希望
　　第１希望　○月○日　○時～
　　第２希望　○月○日　○時～
　　第３希望　○月○日　○時～

【内容】楽しみながらできる筋力アップ、お口の
　　　　健康アップの体操、自宅でできる運動の
　　　　アドバイスをします。
【日時】６月21日～８月９日
　　　　毎週火曜日　全８回コース
【時間】午前10時～正午
【場所】藤久保公民館　ホール
　　　　持ち物：タオル・水分補給用の飲み物
【対象】65歳以上の方
【定員】30人
【費用】無料

健康・子育て支援センターカレンダー　6月
n…なかよし広場　　y…要予約 t…定員　　m…持ち物　　i…対象

日 曜日 事業 時間 場所 備考

1 水 ☆n（２歳児～） 10:00～12:00 子育て支援センター

2 木 ☆n（０歳児ねんねひろば） 10:00～12:00 子育て支援センター

3 金
●育児相談

9:15～10:00

（時間厳守）
保健センター

i０歳から就学前までの希望者
m母子健康手帳

☆n（０歳ハイハイひろば） 10:00～12:00 子育て支援センター

4 土

5 日

6 月
☆（午前）おひさま広場 10:00～12:00 富士塚公園 i０～５歳児（雨天のときは藤久保児童館）

☆（午後）わくわくタイム 13:00～15:00 藤久保児童館 i０～５歳児

7 火 ☆n（１歳児） 10:00～12:00 子育て支援センター

8 水 ☆n（０歳児ねんねひろば） 10:00～12:00 子育て支援センター

9 木 ☆n（０歳児ハイハイひろば） 10:00～12:00 子育て支援センター

10 金 ☆n（２歳児～） 10:00～12:00 子育て支援センター

11 土

12 日

13 月
☆（午前）わくわくタイム 10:00～12:00

藤久保児童館
i０～５歳児

☆（午後）わくわくタイム 13:00～15:00 i０～５歳児

14 火 ☆n（１歳児） 10:00～12:00 子育て支援センター

15 水 ☆n（２歳児～） 10:00～12:00 子育て支援センター

16 木
☆なかよし講座
『絵本ってたのしいなぁ!』

10:30～11:30 子育て支援センター
i１歳児のお子さんと保護者12組
y申込み　６/１～（電話可）

17 金 ☆n（０歳児ねんねひろば） 10:00～12:00 子育て支援センター

18 土

19 日

20 月
☆（午前）わくわくタイム 10:00～12:00

藤久保児童館
i０～５歳児

☆（午後）わくわくタイム 13:00～15:00 i０～５歳児

21 火 ☆n（０歳児ハイハイひろば） 10:00～12:00 子育て支援センター

22 水 ☆n（２歳児～） 10:00～12:00 子育て支援センター

23 木 ☆n（１歳児） 10:00～12:00 子育て支援センター

24 金 ☆おでかけなかよし広場 10:00～12:00 藤久保第１区集会所 i０～５歳児

25 土

26 日

27 月 ☆（午前）わくわく・お誕生会 10:00～12:00 子育て支援センター i０～５歳児

28 火 ☆n（０歳児ねんねひろば） 10:00～12:00 子育て支援センター

29 水 ☆n（０歳児ハイハイひろば） 10:00～12:00 子育て支援センター

30 木 ☆n（１歳児） 10:00～12:00 子育て支援センター

【対象】　町に在住、在勤している人で献血の回数が平成 23 年
3 月 31 日現在で 20 回以上の人。（表彰済みの方は対象外）

【申請方法】用紙に氏名（ふりがな）・住所・生年月日・献血
回数を明記のうえ、最終回数のわかる献血手帳の写しを添付

し、保健センターまで提出してください。なお、在勤者は勤

務先の証明のできるものを併せて提出してください。

【受付期間】６月１日～６月 17 日（土・日除く）郵送可
【問い合わせ】　保健センター

　【問い合わせ】
　●保健センター　　 258- 1236　FAX 258- 5994
　　　E hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp

　☆子育て支援センター
　　　　　　　　　　 258- 5106　FAX 258- 5136

1819

子宮頸がん（女性のみ）

年齢 生年月日

20 歳 平  2 年 4 月 2 日～平  3 年 4 月 1 日

25 歳 昭 60 年 4 月 2 日～昭 61 年 4 月 1 日

30 歳 昭 55 年 4 月 2 日～昭 56 年 4 月 1 日

35 歳 昭 50 年 4 月 2 日～昭 51 年 4 月 1 日

40 歳 昭 45 年 4 月 2 日～昭 46 年 4 月 1 日

乳がん　（女性のみ）
大腸がん（男性・女性ともに）

年齢 生年月日

40 歳 昭 45 年 4 月 2 日～昭 46 年 4 月 1 日

45 歳 昭 40 年 4 月 2 日～昭 41 年 4 月 1 日

50 歳 昭 35 年 4 月 2 日～昭 36 年 4 月 1 日

55 歳 昭 30 年 4 月 2 日～昭 31 年 4 月 1 日

60 歳 昭 25 年 4 月 2 日～昭 26 年 4 月 1 日

注）・のクーポンは５月末発送
　　のクーポンは９月発送
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届
く
場
所
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し
て
お
役
立
て
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さ
い
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無料相談のお知らせ

 

休
日
診
療
日　

日
曜
、
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
（
１２
月
３１

日
〜
１
月
３
日
）

▼ 

小
児
時
間
外
診
療
日　

月
曜

〜
土
曜

⇒

ふ
じ
み
野
市
駒
林
３
５
３

　


（
２
６
４
）
９
５
９
２

　

 

休
日
診
療
時
間　

９
時
〜

１６
時
、
２０
時
〜
２３
時

　

▼ 

小
児
時
間
外
診
療
時
間　

２０
時
〜
２２
時

⇒

富
士
見
市
鶴
馬
３
３
５
１

－

２

　


（
２
５
２
）
４
０
５
０

　

 

休
日
診
療
時
間　

９
時
〜

１６
時

富士見 

鶴 瀬 駅 
至池袋 

至三芳町役場 

至川越 

富士見台中 

市役所 

郵便局 
交番 

G.S

鶴
瀬
小 

富士見市健康 
増進センター内 
東入間医師会 
第二休日診療所 

http://www.ne.jp/asahi/higashi-iruma/med/

川越街道 

東入間警察 

亀久保小 

鶴瀬駅 

三芳町役場 

ふじみ野駅 

至
池
袋 

至
川
越 

亀久保小入口 

大井サティ 

休日・小児時間外診療所 休
日
・
小
児
時
間
外
診
療

所
の
ご
案
内
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広　　告

相談種類 と　き ところ 相談員 連絡先

●教育相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後4時30分

総合体育館4階教育相談室
電話相談は274-1023

常任相談員
教育委員会学校教育課指導
係（H522）

●消費生活相談 毎週火・金曜日（年末年始・祝日
を除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
消費生活相談室

専任の消費生活相談員
環境産業課商工観光係
（H214）

●内職相談 毎週水曜日（年末年始・祝日を
除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の内職相談員
環境産業課商工観光係
（H214）

●女性相談 毎月第2・第4金曜日（年末年始・祝
日を除く）午前11時～午後3時30分

役場1階住民相談室
（予約制）

専門の心理カウンセラー
総務課人権推進係
（H404・405）

●外国人生活相談 毎週月曜日午前10時～午後1時
毎週木曜日午後1時～4時

ふじみの国際交流センター
電話相談は 269-6450

専門の相談員
総務課人権推進係
（H404・405）

●成人健康相談 毎月第1月曜日
午前9時30分～11時（予約制）

保健センター 管理栄養士、保健師
保健センター
（258-1236）

●住民相談 毎月第1・第3木曜日（祝日の場合
翌週）午後1時～5時

役場1階住民相談室
（予約制）

弁護士、人権擁護委員、
行政相談委員

総務課人権推進係
（H404・405）

●子育て相談 毎週月～金曜日
随時受付

各保育所・
子育て支援センター

各保育所所長・専任の
相談員

第1保育所258-0512
第2保育所258-6858
第3保育所258-9961
子育て支援センター258-5106

●こども家庭
　　　何でも相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後5時

役場1階こども支援課 家庭児童相談員
こども支援課
258-0055

●こころの
　　　健康相談

毎月第3火曜日
午後1時～3時30分（予約制）

地域生活支援センター
保健師・精神保健福祉士
・（医師）

地域生活支援センター
 274-3472

●介護相談

月～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
みずほ苑 専任の相談員（介護支

援専門員、社会福祉士
等）

在宅介護支援センター
みずほ苑 258-9488

火～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
はなまる

在宅介護支援センター
はなまる 258-7067

●福祉・生活相談生
活なんでも相談

毎週月～金曜日（年末年始･祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

社会福祉協議会 社会福祉士
三芳町社会福祉協議会
 258-0122

〜 

ち
く
ま
ざ
わ
マ
ン
ス
リ
ー
ス
ク

ゥ
エ
ア
ー　

Ｖ
ｏ
ｌ.

１
０
９
〜

　

夏
に
向
か
っ
て
あ
つ
い
ラ
イ
ブ
音

楽
！
生
き
て
い
く
勇
気
を
与
え
る
パ

ワ
ー
溢
れ
る
歌
声
、
心
に
響
く
メ
ロ

デ
ィ
を
聴
い
て
い
た
だ
く
ハ
ッ
ピ
ー

で
ホ
ッ
ト
な
ひ
と
と
き
を
お
届
け
！

【
出
演
】 

向
井
浩
二
（
ボ
ー
カ
ル
・

ピ
ア
ニ
ス
ト
）
他

P 

７
月
２
日

／
開
場　

午
後
１
時

30
分
／
開
演　

午
後
２
時

Q
竹
間
沢
公
民
館
ホ
ー
ル

S
前
売
り　

中
学
生
以
上
五
百
円

　

当
日
売
り
中
学
生
以
上
六
百
円

　

 

※
小
学
生
以
下
は
参
加
整
理
券

（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

U 

町
内
各
公
民
館
で
参
加
券
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

※
座
席
数
に
限
り
あ
り
。
前
売
り

券
が
完
売
に
な
り
次
第
、
当
日
券
、

参
加
整
理
券
の
配
布
を
終
了
。

【
主
催
】
竹
間
沢
公
民
館
・
マ
ン
ス

リ
ー
ス
タ
ッ
フ
会
議

Z
竹
間
沢
公
民
館

　


（
２
５
９
）
８
３
１
１　

　

F
（
２
５
９
）
８
３
４
５

　

高
齢
大
学
生
の
学
習
成
果
の
発
表

で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

P 

７
月
３
日


三
芳
町
高
齢
大
学 

ふ
じ
く
ぼ

教
室
第
29
期 

高
齢
大
学
祭

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

ク
ラ
ブ
、

個
人
の
手
工
芸
・
趣
味
等
の
作
品
展

示
／
午
後
０
時
10
分
〜
３
時　

学
生

に
よ
る
ク
ラ
ブ
の
ス
テ
ー
ジ
・
フ
ロ

ア
ー
発
表

※ 

６
月
28
日

〜
７
月
３
日

の
期

間
、
ロ
ビ
ー
に
て
ク
ラ
ブ
・
学
生

個
人
の
手
工
芸
品
、
趣
味
等
の
作

品
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
藤
久
保
公
民
館　

Z
藤
久
保
公
民
館

　


（
２
５
８
）
０
６
９
０　

　

F
（
２
５
８
）
９
６
２
５

　

健
康
講
座
「
日
本
列
島
猛
暑
を
乗

り
切
ろ
う
！
」

　

今
年
の
夏
も
昨
年
同
様
に
猛
暑
に

な
る
長
期
予
報
が
出
て
い
ま
す
。
猛

暑
を
乗
り
切
る
知
恵
や
工
夫
な
ど
を

聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
講
座
は
高
齢
大
学
の
授
業
で

す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
も
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

P 

６
月
30
日

午
前
10
時
〜
正
午

Q
竹
間
沢
公
民
館
ホ
ー
ル

【
講
師
】
池
田
康
幸
氏
（
保
健
セ
ン

タ
ー
管
理
栄
養
士
）　

S
無
料

W 

一
般
参
加
40
人
（
高
齢
大
学
生
が

40
人
参
加
し
ま
す
）

U 

６
月
17
日

ま
で
に
公
民
館
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講　

座

イ
ベ
ン
ト

高
齢
大
学
竹
間
沢
教
室

20
期
事
業
〜
公
開
講
座
〜

Z
竹
間
沢
公
民
館

　


（
２
５
９
）
８
３
１
１　

　

F
（
２
５
９
）
８
３
４
５

P 

６
月
28
日

午
後
２
時
〜
４
時

Q
藤
久
保
公
民
館
ホ
ー
ル

【
講
演
】
元
気
に
な
る
力
〜
い
き
い
き

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

【
講
師
】　

蛯
名
玲
子
氏
（
グ
ロ
ー
バ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
取

締
役
社
長
、
健
康
社
会
学
博
士
）

W 

70
人
（
申
込
制
）

【
共
催
】 

三
芳
町
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
を
す
す
め
る
会

S
無
料

Z
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　


（
２
７
４
）
３
４
７
２　

　

F
（
２
７
４
）
３
３
６
６

　

初
め
て
の
方
、
歓
迎
で
す
。
音
符

が
苦
手
で
も
大
丈
夫
。
ウ
ク
レ
レ
は

お
貸
し
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

【
講
師
】
阿
部
重
雄
氏

P 

７
月
13
日

・
27
日


　

８
月
10
日

・
24
日


　

９
月
14
日

・
28
日


　

全
６
回
・
午
前
10
時
〜
正
午

Q
中
央
公
民
館

W 

10
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

U 

６
月
30
日

ま
で
に
、
中
央
公
民

館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

Z　

中
央
公
民
館

　


（
２
５
８
）
０
０
５
０　

　

F
（
２
５
８
）
５
４
６
６

こ
こ
ろ
の
セ
ミ
ナ
ー

初
心
者
ウ
ク
レ
レ
講
座

2021

★省略記号一覧
P…日時　Q…場所　R…期日　S…参加費など　T…受付
U…申込方法　V…対象　W…定員　X…内容　Y…持ち物
I…その他　E…メールアドレス　G…ホームページアドレス
F…FAX　H…内線　Z…お問い合わせ

三芳町役場
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町からのお知らせ

向
井
浩
二S

m
ile
!

コ
ン
サ
ー
ト
ラ
イ
ブ
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町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地

の
市
区
町
村
発
行
の
平
成
23
年
度
住

民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

I
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
住
民
票

を
被
災
地
に
残
し
た
ま
ま
三
芳
町
に

避
難
さ
れ
、
就
園
し
て
い
る
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Z
学
校
教
育
課
（
H 

524
・
525
）　

　

F
（
２
７
４
）
１
０
５
６

　

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
減
量
化
の
試
み
と
し
て
、
電
気
式

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
を
補
助
い
た

し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
次
の

要
領
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V● 

町
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る

人
（
事
業
所
は
除
く
）

● 

設
置
し
た
生
ご
み
処
理
機
を
常
に
良

好
な
状
態
で
維
持
管
理
で
き
る
人

● 

堆
肥
化
さ
れ
た
生
ご
み
を
肥
料
と

し
て
自
家
処
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
人

R 

平
成
23
年
６
月
６
日

〜
平
成
24

年
２
月
29
日

（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

【
補
助
金
の
額
】
購
入
金
額
の
２
分

の
１
で
２
万
円
を
限
度
と
す
る
。

（
千
円
未
満
は
切
捨
）

【
補
助
件
数
】
10
件
（
申
し
込
み
順
）

U 

環
境
産
業
課
環
境
対
策
係
へ
補
助

金
交
付
申
請
書
を
提
出
。

　

 

※
購
入
前
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

Z
環
境
産
業
課
（
H 

216
〜
218
）

「
家
電
製
品
の
エ
コ
使
用
」
を
テ
ー

マ
に
榎
本
滋
氏
を
講
師
に
迎
え
セ
ミ

ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

P 

６
月
18
日
　

午
後
２
時
か
ら　

４
時

Q
藤
久
保
公
民
館　

学
習
室

S
無
料

Z
藤
久
保
公
民
館

　
　


（
２
５
８
）
０
６
９
０

　

町
で
は
、
幼
稚
園
就
園
児
の
保
護

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
幼
児

教
育
を
一
層
普
及
さ
せ
る
た
め
、
国

の
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
入
園
料
及
び
保
育
料
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

V
三
芳
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
満

３
歳
・
３
歳
・
４
歳
・
５
歳
児
を
私

立
幼
稚
園
に
就
園
さ
せ
て
い
る
世
帯

【
補
助
額
】
今
年
度
の
住
民
税
（
市

町
村
民
税
）
課
税
額
等
に
よ
り
補
助

額
を
決
定
。
※
未
申
告
の
場
合
は
対

象
外
に
な
り
ま
す
。

U
各
幼
稚
園
か
ら
配
布
（
６
月
予

定
）
さ
れ
る
申
請
書
類
に
記
入
の
う

え
、
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
23
年
１
月
２
日
以
降
に
三
芳

み
よ
し
エ
ン
ジ
ョ
イ
セ
ミ
ナ
ー

講　

座

　

歴
史
民
俗
資
料
館
に
隣
接
し
た
こ

ぶ
し
の
里
に
は
、
６
月
上
旬
か
ら
中

旬
に
、
ほ
た
る
が
飛
び
交
い
ま
す
。

　

資
料
館
で
は
左
記
の
通
り
夜
間
開

館
を
行
い
ま
す
。
ほ
た
る
観
賞
と
あ

わ
せ
て
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
開
館
期
間
と
時
間
】　

６
月
７
日

〜
19
日
　

午
後
９
時

ま
で
開
館
。
６
日

・
13
日

は
休

館
と
な
り
ま
す
。

【
開
館
中
の
企
画
展
示
】　

『
ほ
た
る
の
生
態
を
学
ぶ
』

『
農
を
描
く

－

夏
の
風
景

－

大
木
新

司
氏
絵
画
作
品
よ
り
』

【
ほ
た
る
観
賞
】　

　

ほ
た
る
が
飛
び
交
う
見
頃
は
、
午

後
８
時
頃
か
ら
午
後
９
時
30
分
頃
で

す
。
こ
ぶ
し
の
里
で
は
、
竹
間
沢
ほ

た
る
育
成
会
の
会
員
が
案
内
し
ま
す
。

※ 

ほ
た
る
の
発
生
は
気
候
に
よ
り
変

動
が
あ
り
ま
す
。　

Z
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
（
２
５
８
）
６
６
５
５

【
集
会
室
】
舞
台
付
き
72
畳
の
和
室

で
踊
り
、
歌
（
通
信
カ
ラ
オ
ケ
）
等

が
楽
し
め
ま
す
。
送
迎
バ
ス
有
。
町

内
の
概
ね
60
歳
以
上
の
方
で
構
成
さ

れ
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
・

自
治
会
等
で
、
25
人
以
上
。
月
、
水
、

木
曜
日
の
利
用
。

【
和
室
】
12
畳
２
間
。
４
〜
20
人
位

で
親
睦
会
利
用
で
き
ま
す
。
CD
デ
ィ

ス
ク
カ
ラ
オ
ケ
利
用
可
。
送
迎
バ
ス

応
相
談
。

R
平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年
３
月

申
込
方
法
は
各
部
屋
で
異
な
り
ま
す
。

【
集
会
室
】
６
月
１
日
〜
24
日
の
間

に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ

せ
ま
た
は
申
請
。
※
申
請
団
体
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
和
室
】
随
時
応
相
談
。
卓
球
、風
呂
、

健
康
器
具
の
ご
利
用
も
で
き
ま
す
。

Z
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
・
F
（
２
５
８
）
７
２
１
１

　

ハ
エ
、
蚊
、
ボ
ウ
フ
ラ
な
ど
の
駆

除
殺
虫
剤
を
次
の
と
お
り
無
料
配
布

し
て
い
ま
す
。
※
１
世
帯
当
た
り
水

溶
剤
３
袋
配
布

V
町
内
の
各
世
帯

R 

６
月
13
日

〜
６
月
30
日


（
祝
日
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

Q
環
境
産
業
課
環
境
対
策
係
窓
口

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

代
表
者
が
各
世
帯
分
を
取
り
ま
と

め
て
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
使
用
上
の
注
意
】

○
使
用
前
に
注
意
書
き
を
よ
く
読
み
、

定
め
ら
れ
た
用
法
、
用
量
を
厳
守
し

て
く
だ
さ
い
。

○
こ
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
安
全
な

場
所
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
殺
虫
剤
を
散
布
す
る
際
に
は
、
体

無
料
配
布

工事予定一覧

工事名 完成予定 工事箇所

町道幹線21号線舗装本復
旧工事

平成23年
８月12日

北永井第１区地内
距離106.10m

の
露
出
部
分
を
少
な
く
し
、
吸
引
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
使
用
後
は
、
石
鹸
と
水
で
体
や
使

用
し
た
容
器
等
を
よ
く
洗
っ
て
く
だ

さ
い
。

Z
環
境
産
業
課
環
境
対
策
係

（
H 

216
〜
218
）

　

町
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の

寄
附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な

財
源
と
し
て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
】

◆
愛
の
福
祉
基
金

一
万
三
三
四
九
円
／
か
ん
が
る
ー
く
ら
ぶ

三
九
四
九
円
／
ク
ッ
ク
Ｖ

三
千
円
／
子
ど
も
学
習
広
場

各
千
五
百
円
／
寺
尾
雅
治
、
島
田
喜

久
雄
、
林
耐
生
、
嶋
村
清

◆
物
品

紙
お
む
つ
７
袋
／
山
口
フ
ミ
エ

カ
イ
ロ
／
匿
名

【
財
務
課
受
付
】

◆
一
般
寄
附

一
万
円
／
長
津
隆
三

※
前
月
号
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
正
】

二
上
家　
【
誤
】

三
上
家

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

納
期
限
は
６
月
30
日

で
す
。
納

付
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

・
町
県
民
税
…
第
１
期

（
収
納
は
藤
久
保
・
竹
間
沢
出
張
所

で
も
行
っ
て
い
ま
す
。）

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

購
入
費
の
補
助
に
つ
い
て

納　

付

寄　

附

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
集
会
室

和
室
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

歴
史
民
俗
資
料
館
の

夜
間
開
館
に
つ
い
て

殺
虫
剤
無
料
配
布
し
ま
す

私
立
幼
稚
園

就
園
奨
励
費
補
助
金

補
助
金

お
知
ら
せ

町
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

　

　年金の加入記録をインターネットでいつでも確認す

ることができます。

　例えば、「厚生年金の加入記録を確認したい」と

きや、「国民年金保険料の納め忘れがないか確認した

い」ときなどにご利用ください。

　ご利用になるには、ユーザーID・パスワードが必要

となります。お申込みは日本年金機構ホームページま

でお願いします。

【ホームページアドレス】

http://www.nenkin.go.jp/

年 金 情
報

　

　

　第１号被保険者（および任意加入被保険者）の方は、

ご希望により利用できます。

　月々の定額保険料に付加保険料（400円）をプラスし

て納めると、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされて受

け取ることができます。受け取る付加年金は、定額のた

め物価などによってスライド（増額・減額）はしません。

（例）付加保険料を10年間納めた場合

　　　400円×10年（120月）＝48,000円

　　　１年間で受け取る付加年金額は

　　　200円×10年（120月）＝24,000円

２年間受け取ると、納めた保険料と同額になるため大変

お得です。※第３号被保険者、国民年金基金に加入され

ている方はご利用できません。
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町からのお知らせ町からのお知らせ
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P 

６
月
26
日
　

午
後
１
時
30
分
受

付
／
午
後
２
時
開
始

Q 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
な
ま
る
（
北
永

井
891
番
地
）

X 「
認
知
症
と
成
年
後
見
制
度
」【
講

師
】
精
神
保
健
福
祉
士　

割
田
久

美
子
氏

V
介
護
予
防
に
関
心
の
あ
る
方
等

S
無
料

Z 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
な

ま
る

（
２
５
８
）
７
０
６
７

〜
６
月
１
日
か
ら
６
月
７
日
は
エ
イ

ズ
検
査
普
及
週
間
で
す
〜

　

全
国
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ

ズ
患
者
新
規
報
告
数
は
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
診
断
時
に
は
既

に
エ
イ
ズ
を
発
症
し
て
い
る
事
例
が

約
３
割
を
占
め
て
お
り
、
検
査
の
早

期
受
診
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

県
内
の
保
健
所
で
無
料
・
匿
名
で

検
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

R
６
月
１
日

〜
６
月
７
日


Z 

埼
玉
県
保
健
医
療
部
疾
病
対
策
課

ス
戦

【
試
合
方
法
】
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

V 

協
会
員
・
町
内
在
住
者
・
町
内

在
勤
者
・
町
内
在
学
者

S 

ワ
ン
ペ
ア
二
千
四
百
円
（
一
人

千
二
百
円
）
協
会
員
は
二
千
円

U 

６
月
18
日

〜
７
月
２
日

の

土
・
日
・
祝
日
午
前
８
時
〜
午
後

４
時
の
間
、
運
動
公
園
コ
ー
ト
６

面
で
受
付
。

I
メ
ー
ル
で
の
受
付
可

Em
ta-g
5@
freem

l.com

Z
午
後
７
時
〜
午
後
９
時
の
間

岡
野　


（
２
５
８
）
９
２
０
０

林　
　


（
２
５
８
）
４
８
０
９

■
詳
し
く
は
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Gh
ttp
:/
/
m
iy
o
s
h
i-te
n
n
is
.

com
/top
.h
tm
l

　

町
民
参
画
に
よ
る
教
育
行
政
運
営

推
進
の
た
め
、
次
の
と
お
り
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

◆
三
芳
町
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定

委
員
会
委
員
（
２
人
）

　

教
育
基
本
法
第
17
条
第
２
項
の
規

定
に
基
づ
く
教
育
の
振
興
の
た
め
の

施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
（
以

下
「
基
本
計
画
」
）
の
策
定
を
円
滑

か
つ
計
画
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
、

基
本
計
画
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

検
討
・
協
議
を
行
い
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

◆
教
育
に
つ
い
て
高
い
関
心
と
豊
富

な
知
識
を
お
持
ち
の
方
。

◆
年
４
〜
５
回
程
度
平
日
に
開
催
さ

れ
る
会
議
に
出
席
可
能
な
方
。

【
委
員
の
委
嘱
期
間
】

◆
８
月
１
日
か
ら
委
員
会
の
審
議
結

果
を
教
育
委
員
会
に
答
申
す
る
ま
で

の
間
。
（
概
ね
12
月
頃
ま
で
）

U
応
募
申
込
書
（
教
育
総
務
課
、
各

公
民
館
に
設
置
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
６
月
末
日
ま
で
に
役
場

５
階
教
育
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Z
教
育
総
務
課
（
H 

535
）

　

５
月
１
日
号
の
広
報
に
『
一
時
保

育
事
業
を
実
施
し
ま
す
』
と
掲
載
し

ま
し
た
が
、
現
在
受
け
入
れ
を
見
合

わ
せ
て
お
り
ま
す
。

　

一
時
保
育
事
業
を
開
始
す
る
時
は
、

広
報
・
HP
等
で
ご
報
告
し
ま
す
。

Z
こ
ど
も
支
援
課
（
H 

163
）

　

杏
樹
会
あ
ず
さ
保
育
園

　


（
２
７
４
）
１
３
０
０

募　

集

三
芳
町
教
育
振
興
基
本
計

画
策
定
委
員
会
委
員
募
集

〜
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
関
連
事
業
〜

平
成
23
年
度
県
民
総
合
体
育
大
会

【
主
催
】
三
芳
町

【
主
管
】
三
芳
町
体
育
指
導
委
員

P
７
月
３
日

（
予
備
日
10
日

）

T 

午
前
８
時
30
分
／
開
会　

午
前
９

時
Q
町
立
藤
久
保
小
学
校　

校
庭

V 

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
ク
ラ
ブ
・

在
学
の
方

W 

20
チ
ー
ム
（
定
数
次
第
締
切
）

　

 

※
個
人
参
加
も
可
。
チ
ー
ム
編
成

に
つ
い
て
は
大
会
事
務
局
で
決
定
。

【
参 

加
資
格
】
小
学
校
５
年
生
以
上

の
男
女
（
混
成
チ
ー
ム
も
可
）

【
競 

技
方
法
】
４
チ
ー
ム
を
１
ブ
ロ

ッ
ク
と
し
、
リ
ー
グ
戦
を
行
う
。

※
チ
ー
ム
数
に
よ
っ
て
変
わ
る

場
合
あ
り
。

【
表 

彰
】
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
・
準

優
勝
チ
ー
ム
に
賞
状
・
賞
品
を

授
与
。

【
競 

技
規
則
】
日
本
ペ
タ
ン
ク
連
盟

の
競
技
規
則
に
準
ず
る
。

【
参
加
費
】
１
人
200
円　

当
日
支
払

U
６
月
１
日

か
ら
６
月
24
日

ま

で
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
役
場
２
階
地
域
振
興

課
に
提
出
。

Z
地
域
振
興
課
（
H 

263
）

　

F
（
２
７
４
）
１
０
５
３

　

E　

ch
iik
i@
to
w
n
.sa
ita
m
a
-

m
iy
osh
i.lg
.jp

第
９
回
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会

P 

７
月
９
日

（
予
備
日
21
日

）

受
付
…
午
前
８
時
30
分
／
開
会
…

午
前
９
時
／
競
技
開
始
…
午
前
９

時
30
分

Q
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

W 
150
人

V
町
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

S
１
人　

500
円
（
会
員
300
円
）

【
競
技
内
容
】
32
ホ
ー
ル
（
４
ゲ
ー
ム
）

U
６
月
20
日

ま
で
。
所
定
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費
を

沿
え
て
役
場
２
階
地
域
振
興
課
文
化

ス
ポ
ー
ツ
係
へ
提
出
。
（
用
紙
は
文

化
ス
ポ
ー
ツ
係
に
あ
り
ま
す
）

I 

昼
食
・
飲
み
物
は
各
自
で
用
意
。

用
具
レ
ン
タ
ル
あ
り
。

Z
地
域
振
興
課
（
H 

263
）　

　

F
（
２
７
４
）
１
０
５
３

　

Ｇ
・
Ｇ
事
務
局

　


090
（
３
５
３
９
）
４
６
２
０

　

F
（
２
７
４
）
３
４
２
２

P 

７
月
17
日

（
予
備
日
７
月
24
日


）
※
集
合
時
間
は
HP
で
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

Q 

運
動
公
園
・
竹
間
沢
両
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

X 

男
・
女
（
Ａ
・
Ｂ
ク
ラ
ス
別
）
・

ベ
テ
ラ
ン
（
45
才
以
上
）
ダ
ブ
ル

あ
ず
さ
保
育
園

　

一
時
保
育
の
見
合
わ
せ

子
ど
も

　

県
で
は
既
存
住
宅
の
省
エ
ネ
化
を

促
進
さ
せ
る
た
め
、
高
効
率
給
湯
器

の
設
置
な
ど
15
種
類
の
省
エ
ネ
対

策
の
う
ち
２
種
類
を
行
う
場
合
、
そ

の
対
策
費
用
に
補
助
金
を
交
付
す
る

「
我
が
家
の
省
エ
ネ
対
策
エ
コ
ア
ッ

プ
促
進
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

【
補
助
金
額
】
対
策
の
種
類
ご
と

１
万
円
〜
20
万
円
、
２
種
類
の
合
計

で
上
限
25
万
円
（
高
効
率
給
湯
器
、

LED
照
明
、
節
水
型
ト
イ
レ
な
ど
）

U
補
助
金
交
付
申
請
書
に
添
付
書
類

を
添
付
し
県
庁
温
暖
化
対
策
課
へ

R 

平
成
23
年
４
月
１
日

〜
平
成
24

年
２
月
29
日


Z 

埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対
策
課
エ

コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
担
当

　


０
４
８
（
８
３
０
）
３
０
６
９

　

F
０
４
８
（
８
３
０
）
４
７
７
７

Ghttp://w
w
w
.pref.saita m

a.lg
.

　

jp/page/ecoup-reform
.htm
l

P
６
月
26
日

午
前
９
時
〜
正
午

V 

三
芳
町
・
富
士
見
市
・
ふ
じ
み

野
市
に
在
住
・
在
勤
の
方

W 

30
人　

U　

６
月
13
日

〜
17

日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

※
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

Z　

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
消
防

本
部
救
急
課　
　
　
　

　


（
２
６
１
）
６
６
７
３

X
多
数
の
人
が
出
入
、
勤
務
し
、
又

は
居
住
す
る
建
物
で
は
、
消
防
法
で

定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち
か

ら
防
火
管
理
者
を
定
め
、
消
防
長
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

消
防
本
部
で
は
、
管
内
に
在
住
又

は
在
勤
の
方
を
対
象
に
、
こ
の
資
格

を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
次
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。

　

乙
種
防
火
管
理
者
が
防
火
管
理
者

と
し
て
選
任
で
き
る
事
業
所
は
、
用

途
、
規
模
等
に
よ
り
制
限
が
あ
る
た

め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
左

記
問
合
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

P 

甲
種
新
規　

６
月
23
日

・
24
日


／
乙
種　

６
月
23
日


　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

Q 

消
防
本
部
大
会
議
室　

ふ
じ
み
野

市
苗
間
１-

13-

28

U 

消
防
本
部
予
防
課
・
富
士
見
消
防

署
・
上
福
岡
消
防
署
へ

６
月
９
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
の
間
※
郵
送
受
講
申
請
不
可

W 

甲
種
新
規
、
乙
種
合
わ
せ
て
70
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

V 

三
芳
町
、
富
士
見
市
、
ふ
じ
み
野

市
に
在
住
又
は
在
勤
で
管
理
監
督

的
な
立
場
に
あ
る
方

　
　

※
各
事
業
所
２
人
以
内

S 

３
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
申
請
時
に
納
め
て
く
だ
さ
い

Z
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
消
防

本
部
予
防
課
（
２
６
１
）６
０
０
７

介
護
予
防
教
室
開
催


048
（
８
３
０
）
３
５
７
２

　

地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
、

乗
馬
に
よ
る
健
康
促
進
の
効
果
を
目

的
と
し
た
乗
馬
無
料
試
乗
会
を
行
い

ま
す
。

P
６
月
17
日
　

午
後
３
時
〜

Q
日
本
乗
馬
倶
楽
部
内

S
無
料

W
町
在
住
の
先
着
10
人　

X
無
料
乗
馬
体
験
講
座
…
１
人
５

分
程
度
で
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

馬
を
曳
い
て
歩
き
ま
す
。
馬
と
ふ
れ

あ
っ
て
み
た
い
初
心
者
向
け
で
す
。

Z 

日
本
乗
馬
倶
楽
部
（
火
曜
定
休
）


（
２
５
８
）
２
０
５
７

I 

駐
車
場
40
台
・
鶴
瀬
駅
西
口
よ
り

送
迎
バ
ス
あ
り

P
６
月
12
日

午
前
10
時
〜
午
後
３

時
（
受
付
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

Q
竹
間
沢
１
区
第
２
集
会
所
・
藤

久
保
１
区
集
会
所
・
藤
久
保
３
区
集

会
所
・
藤
久
保
５
区
第
２
集
会
所
・

北
永
井
３
区
集
会
所　

町
内
５
カ
所

予
定
（
会
場
変
更
の
場
合
あ
り
）

X
プ
ロ
の
建
設
職
人
に
よ
る
無
料

住
宅
相
談
・
簡
易
耐
震
相
談
、
会
場

に
よ
り
バ
ザ
ー
・
物
品
販
売
な
ど
。

S
来
場
無
料　

※
包
丁
研
ぎ
・
ま

な
板
削
り
・
網
戸
の
張
替
え
は
費
用

が
か
か
り
ま
す
。

Z
埼
玉
土
建
ふ
じ
み
野
支
部　

住

宅
デ
ー
担
当

（
２
５
１
）
２
５
４
０

健　

康

イ
ベ
ン
ト

く
ら
し

住
宅
の
省
エ
ネ
対
策

エ
コ
ア
ッ
プ
の
促
進
！

乗
馬
無
料
試
乗
会

普
通
救
命
講
習
会

第
34
回
埼
玉
土
建
住
宅
デ
ー

甲
種
新
規
及
び
乙
種
防
火

　
　

管
理
講
習
会
の
開
催

25 24

講
習
会

三
芳
町
ペ
タ
ン
ク
大
会

ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

硬
式
テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス

　
　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会

受
け
よ
う
！
エ
イ
ズ
検
査

町からのお知らせ



■
携
帯
端
末
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ラ
イ
フ
バ
ス
の
時
刻
表
が
確
認
で
き

た
り
と
、
便
利
な
サ
イ
ト
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応

し
た
携
帯
電
話
で
読

み
取
る
と
簡
単
に
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

広 報 ク イ ズ

●
投
稿
先
・
林　

保　
（
三
芳
町
上
富
６
６
６


（
２
５
８
）
４
１
７
９
）

※ 

投
稿
は
官
製
は
が
き
で
25
日
ま
で
に

●
選
者　

椎
名
恒
治
（
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
参
与
）

　

投
稿
先　

吉
田
和
代　
（
三
芳
町
藤
久
保

三
九
二
八

－

二
〇　


258

－

３
８
５
６
）

広報みよし No.892

【
募
集
要
項
】
ア
イ
ド
ル
…
１
人
に
つ
き
１
回
。
未
就
学
児
限
定
（
た
だ
し
、初
め
て
の

未
就
学
児
と
一
緒
に
写
っ
て
い
れ
ば
、
２
回
目
・
小
学
生
も
可
。
）
順
次
掲
載
。
ア
ン
テ

ナ
・
み
よ
し
パ
レ
ッ
ト
！
…
宗
教
団
体
・
政
治
団
体
・
営
利
目
的
（
営

利
団
体
を
含
む
）
の
投
稿
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
１
団
体
に
つ
き
、
年

間
１
回
（
ア
ン
テ
ナ
は
年
間
２
回
）
ま
で
。
（
先
着
順
）
※
紙
面
の
都
合
上
、
要
点
の
み
の

掲
載
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

被
災
地
に
槌
音
遠
く
春
愁　
　
　
　
　
　
　

井
山　
　

登

強
震
に
動
け
ず
寒
夜
の
都
心
駅　
　
　
　
　

重
田　

照
子

春
塵
や
津
波
に
生
き
た
松
一
樹　
　
　
　
　

綿
引　

李
知

挨
拶
の
思
ひ
は
同
じ
春
深
む　
　
　
　
　
　

沼
波
そ
め
子

猫
の
目
の
闇
を
ま
さ
ぐ
り
春
立
て
り　
　
　

半
沢　

久
夫

目
に
効
く
よ
妻
は
朝
餉
に
蜆
汁　
　
　
　
　

針
田　
　

晃

原
発
の
疵
痕
深
し
桜
冷
え　
　
　
　
　
　
　

金
谷　
　

武

せ
せ
ら
ぎ
の
余
震
に
揺
る
る
雪
柳　
　
　
　

金
谷　

善
満

点
滴
の
流
れ
見
つ
め
て
日
の
永
し　
　
　
　

窪
田　

博
吉

一
冊
の
本
も
て
あ
ま
す
日
永
か
な　
　
　
　

川
口　

南
子

芽
吹
く
ほ
ど
水
面
に
映
え
る
糸
柳　
　
　
　

桑
田　

晃
治

春
深
し
未
だ
手
付
か
ず
震
災
地　
　
　
　
　

平
井　

昌
雄

春
塵
の
行
方
に
迷
い
は
無
き
如
し　
　
　
　

田
中　

正
三

春
の
塵
吹
か
れ
る
ま
ま
に
惑
い
お
り　
　
　

佃　
　

浩
子

春
雪
に
軒
下
会
議
弾
み
け
り　
　
　
　
　
　

澁
谷　

肖
子

子
規
庵
へ
抜
け
る
小
路
や
梅
香
る　
　
　
　

高
野　

嘉
子

実
の
一
つ
箸
に
こ
ろ
げ
て
蜆
汁　
　
　
　
　

坂
田
ふ
み
子

大
震
災
復
興
願
ふ
み
ど
り
の
日　
　
　
　
　

西
片　

和
子

朝
霧
に
春
告
鳥
や
馴
れ
ぬ
声　
　
　
　
　
　

荻
原　

雅
夫

レ
ン
ギ
ヨ
ウ
の
色
ど
り
添
え
し
垣
根
か
な　

荒
谷　

和
己

言
葉
な
し
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
大
地
震
日
本
列
島
叫
喚
３
・
11

西
尾　

慶
子

た
ち
ま
ち
に
家
並
津
波
に
呑
ま
れ
ゆ
く
何
と
残
酷
な
自
然
の
力内

藤　

歌
野

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
三
割
占
む
る
原
子
力
頼
り
て
暮
ら
す
安
易
さ
を
悔
ゆ

香
川
日
出
子

「
計
画
停
電
」
初
め
て
耳
に
す
る
こ
と
ば
昨
日
も
今
日
も
明
日
は
ど
う
な
る

祖
父
江
桂
子

も
う
こ
の
世
の
別
れ
か
と
も
思
い
つ
大
地
震
職
場
の
七
階
悲
鳴
あ
ち
こ
ち

泉　
　

郁
子

地
震
止
み
て
向
う
三
軒
両
隣
つ
ぎ
つ
ぎ
出
て
き
て
胸
な
で
お
ろ
す

井
上　

悦
子

映
画
見
る
ご
と
く
テ
レ
ビ
を
見
つ
つ
地
震
津
波
に
心
震
撼
す

折
田　

和
子

帰
宅
せ
し
娘
と
津
波
の
映
像
に
た
だ
息
を
呑
む
宮
古
釜
石
気
仙
沼
嗚
呼

鈴
木　

繁
子

昼
夜
被
害
を
報
じ
い
る
テ
レ
ビ
に
言
葉
に
な
ら
ぬ
津
波
の
こ
わ
さ

八
重
倉
シ
ズ
エ

諸
人
よ
大
地
震
を
乗
り
越
え
て
命
の
萌
ゆ
る
春
と
向
き
合
お
う山

口
み
さ
子

【
選
評
】
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、
東
日
本
大
地
震
。
福
島

第
二
原
発
損
傷
の
恐
怖
。
本
号
は
期
せ
ず
し
て
大
震
災
作
品
特
集
と
な
っ
た
。
ど
な

た
に
も
忘
れ
ら
れ
ぬ
ま
さ
に
永
久
保
存
版
で
あ
る
。（
椎
名
恒
治
）

　この広場では、不用品情報（「ゆずります」・「ゆず

ってください」）を紹介しています。

 ゆずります／雛人形５段飾り／学研グランド現代百科

事典／ベビー布団一式／学研百科事典全巻／女性用ワ

ンピース喪服（ジャケット付き）

 ゆずってください／三芳東中学校女子制服／マットレス

付き折りたたみベット／自転車（24インチ以下）／三輪

車（男の子用）／ひな人形／みふじ幼稚園女子制服一式

／二人掛け用ソファ

【 投稿】電話・ハガキ・ＦＡＸ・Ｅメールで、環境産業

課環境対策係まで

（H216～218）　ＦＡＸ 274－1052

  E　kankyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp

【問題１】町の水道事業が開始されたのは昭和何
年？　 40　 43　 44
【問題２】男女共同参画パネル展が行われるのは
どこ？  中央図書館　歴史民俗資料館　役場
【問題３】富士登拝できない老若男女が、代わり
に登拝することで同じ御利益を受けられるように
と作られたのは？
　富士塚　寺　鳥居
【応募要領】官製はがきに、答え、住所、氏名、年齢、
職業と「広報みよし」の感想を書いて、６月 15
日までに（当日消印有効）。
【５月号の答え】
問題１－　問題２－　問題３－
（応募総数 16通、正解 14通）
【正解者】記念品を全問正解者 5人に。広報クイ
ズ正解者の発表は、当選者への賞品の発送をもっ
て代えさせていただきます。
※５月号の広報クイズコーナーの締め切りが４月 15 日と

なっていました。訂正し、お詫びいたします。

【藤久保】鈴木倫
りんたろう

太郎くん（10歳）

　　獅
れ お

子ちゃん（６歳）

　　太
たいよう

陽ちゃん（１歳）

大きいお兄ちゃんの夢はプロ野球選

手、小さいお兄ちゃんの夢はおまわ

りさん。僕はえ～っとえっとまだわ

からないやっ！！

【北永井】

右：野口そらちゃん（０歳）

左：櫟
いちはらとらのすけ

原寅ノ介ちゃん（０歳）

僕たちイケメン！！

　

町
の
公
民
館
が
主
催
す
る
合
唱

教
室
か
ら
誕
生
し
た
、
混
声
合
唱
団

「
響
」
。
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
始

ま
り
、
ア
カ
ペ
ラ
、
な
つ
か
し
い
ポ
ッ

プ
ス
等
、
様
々
な
曲
を
美
し
い
歌
声
で

歌
い
、
次
回
の
演
奏
会
へ
向
け
て
楽
し

く
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
「
響
」
で
は
仲
間
を
募
集

中
。
決
し
て
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
見
学
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

問
い
合
わ
せ

　
　
　

佐
藤
（
２
６
８
）
１
１
１
７

混声合唱団　響

練習日　毎週金曜日

（月末１回土曜日）

場所　各公民館

時間　午後７時

　　　　　～９時45分

会費　月3,000円

　　　（学生1,500円）

講師　小林浩先生

★
淑
徳
大
学
の
義
援
金
活
動
等
、
読

ん
で
い
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

親
・
兄
弟
が
福
島
原
発
20

に
住
ん

で
お
り
、
今
は
避
難
所
暮
ら
し
で
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て

い
ま
す
。
（
藤
久
保
Ｔ
さ
ん
）

★
表
紙
の
新
一
年
生
の
写
真
、
初
々

し
く
て
良
い
で
す
ね
。
数
十
年
前
の

自
分
の
入
学
式
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
藤
久
保
Ｉ
さ
ん
）

★
ア
イ
ド
ル
の
写
真
が
好
き
で
す
。

自
分
の
孫
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
こ
の
子
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
環
境
が
続
き
ま
す
よ
う
…
（
藤
久

保
Ｙ
さ
ん
）

お
い
で
く
だ
さ
い

●
話
し
方
み
ふ
じ
ス
ピ
ー
ク
ス

▽
各
人
に
合
っ
た
ス
ピ
ー
チ
の

学
習
と
人
間
関
係
を
よ
く
す
る

学
習
を
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時
／
毎
月
第
２
・
４
土
曜

日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30

分
▽
場
所
／
第
２
…
藤
久
保
公

民
館
、
第
４
…
鶴
瀬
西
交
流
セ

ン
タ
ー
▽
入
会
金
／
千
円
▽
月

会
費
／
700
円
▽
連
絡
先
／
豊
島


258-

４
５
１
７

●
初
級
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
サ
ー

ク
ル
▽
英
語
は
世
界
の
共
通
語
。

基
礎
英
会
話
を
覚
え
て
役
立
て

ま
し
ょ
う
。
初
心
者
対
象
の
サ

ー
ク
ル
で
す
。
▽
日
時
／
毎
週

木
曜
日
、
午
後
１
時
〜
２
時
30

分
（
予
定
）
▽
場
所
／
藤
久
保

６
区
集
会
所
（
予
定
）
▽
月
会

費
／
３
千
円
▽
入
会
金
／
無
料

▽
持
ち
物
／
ノ
ー
ト
一
冊
、
筆

記
用
具
▽
６
月
９
日

オ
ー
プ

ン
予
定
。
日
時
・
場
所
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

オ
ー
プ
ン
前
日
ま
で
に
連
絡
先

へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
▽
連

絡
先
／
緒
方

080
（
３
５
４
０
）

０
４
６
３

●
フ
レ
グ
ラ
ン
ト
オ
リ
ー
ブ

（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

▽
生
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が

主
で
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ

ー
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
ア
レ

ン
ジ
、
押
し
花
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、

見
学
も
自
由
で
す
。
▽
火
曜
日

（
月
３
回
）、
午
後
３
時
〜
４
時

30
分
・
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

▽
場
所
／
コ
ピ
ス
み
よ
し
▽
維

持
費
／
500
円
▽
連
絡
先
／

03

（
３
３
６
５
）
０
８
７
５

●
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
員
募

集
！
▽
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
▽
日
時
／
火
曜
日
（
年
間
36

回
）
午
後
３
時
〜
５
時
（
学

年
別
）
▽
場
所
／
三
芳
町
総
合

体
育
館
▽
対
象
／
年
少
児
〜
小

学
生
低
学
年
ま
で
▽
内
容
／
陸

上
・
跳
箱
・
マ
ッ
ト
・
縄
跳
・

ボ
ー
ル
・
鉄
棒
な
ど
、
基
礎
か

ら
段
階
を
経
て
少
し
ず
つ
難
易

度
の
高
い
種
目
へ
と
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
指
導
者
は
、
プ

ロ
の
先
生
（
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ　

Ｐ

Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
）
を
呼
ん
で
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
▽
連
絡
先
／
上
田

090

（
３
５
２
３
）
３
９
５
１

●
み
よ
し
デ
ジ
カ
メ
ク
ラ
ブ
▽

「
伸
び
ゆ
く
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
七
回
写
真
展
を

行
い
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
／
５
月
27
日

〜
６
月

５
日

▽
場
所
／
藤
久
保
公
民

館
ロ
ビ
ー
▽
撮
影
会
は
年
８
回

ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
写
真
に

興
味
の
あ
る
方
の
入
会
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
▽
連
絡
先
／

佐
藤

293-

５
９
９
８

会
員
募
集

27

■
「
み
ん
な
の
広
場
」
各
コ
ー
ナ
ー
へ
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

投
稿
は
、
「
住
所
」
「
氏
名
」
「
電
話
番
号
」
を
楷
書
で
忘
れ
ず
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

《
宛
先
》

　

【
俳
苑
・
歌
檀
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
広
場
】
…
各
コ
ー
ナ
ー
の
宛
先
へ
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

　

【
ク
イ
ズ
・
ア
ン
テ
ナ
・
ア
イ
ド
ル
・
み
よ
し
パ
レ
ッ
ト
！
・
そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　

あ
て
先
…
〒
３
５
４

－

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１ 

三
芳
町
役
場
政
策
秘
書
室

　
　
　
　
　
　


（
２
５
８
）
０
０
１
９
（
H 

311
・
312
）　


（
２
７
４
）
１
０
５
４
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